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前
日
ま
で
の
梅
雨
空
で
天
候
が

心
配
さ
れ
た
が
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
全

体
に
大
き
な
歓
声
が
響
き
、
懸
命

に
競
技
に
取
り
組
む
国
際
生
た
ち

の
姿
が
多
く
見
ら
れ
た
。「
無
限

８
」
で
は
昨
年
と
同
様
、
各
団
４０

人
で
１
人
ず
つ
連
続
し
て
縄
を
飛

ん
だ
。
国
際
生
た
ち
は
タ
イ
ミ
ン

グ
を
合
わ
せ
る
こ
と
に
苦
労
し
て

い
た
が
、
お
互
い
に
声
を
か
け
合

う
様
子
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
コ

ロ
ナ
対
策
の
緩
和
に
よ
っ
て
競
技

が
可
能
と
な
っ
た
「
１
５
０
０
ｍ

追
い
抜
き
走
」
で
は
、
勝
敗
の
結

果
が
数
秒
差
の
接
戦
も
あ
り
、
大

き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

　

午
後
は
各
団
の
応
援
合
戦
で
幕

総
合
優
勝
に
喜
ぶ
朱
雀
団 　

第
５９
回
体
育
大
会
が
６
月
１４
日
、「
輝（shine

）〜
今
日
の
主
役
は
俺
ら
でshow

〜
」の

テ
ー
マ
の
も
と
行
わ
れ
た
。赤
青
白
黄
の
４
団
が
総
合
優
勝
を
目
指
し
、コ
ロ
ナ
対
策
の
緩
和

を
受
け
て
充
実
し
た
競
技
や
応
援
の
他
、デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
、衣
装
の
各
部
門
で
競
い
合
っ
た
。

朱
雀
団
総
合
Ｖ

朱
雀
団
総
合
Ｖ

　

私
た
ち
高
校
生
が

生
き
る
現
代
社
会
に

は
、
非
常
に
た
く
さ

ん
の
情
報
が
あ
ふ
れ

に
あ
る
★
情
報
が
正
し
い
か
ど
う
か
を
判
断
す

る
能
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
、
高
校
生
の
あ

い
だ
に
新
聞
を
読
ん
で
お
く
こ
と
を
お
勧
め
す

る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
達
に
よ
っ
て
新
聞

の
読
者
は
減
っ
て
い
る
が
、
取
材
し
た
証
拠
に

基
づ
く
文
章
を
読
む
こ
と
で
、
信
頼
性
の
あ
る

情
報
と
は
ど
ん
な
も
の
か
を
理
解
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
★
他
に
も
、
新
聞
を
読
む

こ
と
は
私
た
ち
高
校
生
に
と
っ
て
多
く
の
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
。
ま
ず
、
単
純
に
語
彙
力
と
読
解

力
ア
ッ
プ
が
期
待
で
き
る
。
国
語
や
社
会
の
テ

ス
ト
に
限
ら
ず
、
語
彙
力
と
読
解
力
は
あ
ら
ゆ

る
場
面
で
求
め
ら
れ
る
。
受
験
時
の
小
論
文
な

ど
、
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
★
さ
ら
に
、
新
聞
を
読
む
こ
と

で
教
養
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
新
聞

に
は
幅
広
い
ニ
ュ
ー
ス
が
載
っ
て
お
り
、
自
分

に
と
っ
て
こ
れ
ま
で
関
心
の
な
か
っ
た
話
題
に

も
出
会
え
る
。
こ
れ
は
自
分
が
検
索
し
た
情
報

に
し
か
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
は
な
い
、
大
き
な
利
点
だ
。
幅
広
い
教

養
を
持
っ
て
い
れ
ば
、
友
達
や
先
生
な
ど
と
会

話
を
す
る
と
き
話
題
が
豊
富
に
な
り
、
よ
り
円

滑
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
で

き
る
。
す
る
と
人
と
話
す
の
も
楽
し
く
な
っ
て

い
く
だ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら
夏
休
み
に
入
る
が
、

そ
の
時
間
を
利
用
し
て
み
な
さ
ん
も
新
聞
を
読

ん
で
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。�【
東
海
侑
那
】

デコ優勝した青龍団のパネル

応
援
優
勝
し
た
青
龍
団
の
演
舞

出
発
式
に
臨
む
生
徒
達

＝
富
山
空
港　
　
　
　

　

１
年
１
・
２
組
（
国
際
英
語
コ

ー
ス
）
の
４４
人
は
、
７
月
１１
日
に

ア
メ
リ
カ
語
学
研
修
に
出
発
し

た
。
一
行
は
２７
日
ま
で
の
日
程

で
、
オ
レ
ゴ
ン
州
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド

近
郊
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行
い
な

が
ら
、
Ｐ
Ｓ
Ｕ
（
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド

州
立
大
学
）
で
の
英
会
話
の
授
業

や
フ
ィ
ー
ル
ド
ト
リ
ッ
プ
な
ど
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
こ
な
し
て
英
語
力

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
、
小
田
楓

さ
ん
（
２８
Ｈ
）
＝
写
真
＝
が
６
月

５
日
に
行
わ
れ
た
県
高
校
総
体
の

女
子
個
人
対
抗
シ
ン
グ
ル
ス
で
見

事
に
優
勝
し
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出

場
の
切
符
を
手
に
し
た
。

　

優
勝
を
決
め
た
瞬
間
、「
う
れ

し
か
っ
た
」
と
話
す
小
田
さ
ん

は
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
向
け
て
体

力
強
化
の
練
習
に
励
む
。
辛
い
時

で
も
チ
ー
ム
全
員
で
声
を
出
し
、

夏
の
大
会
に
見
参

　

こ
の
夏
も
国
際
高
か
ら
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
柔
道
、
放
送
、
新
聞
の
４
つ
の
部
活
動
と
、
個
人
登
録
の
弁
論
、
水
泳
の

２
つ
の
部
門
が
全
国
の
大
舞
台
に
挑
む
。

小
田
さ
ん

　
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ

西
野
さ
ん

　
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

谷
口
さ
ん県代

表
で
総
文
祭
へ

４３
年
連
続
でＮＨ

Ｋ
杯
に
出
場

全
国
総
文
祭
に２７年

連
続
出
場

坂
田
さ
ん

日
本
選
手
権
飛
込
に
出
場

バドミントン部柔道部

弁論放送部

新聞部水泳

第 ５９ 回
体育大会

６つの部全国で輝け６つの部全国で輝け

開
け
。
今
年
は
団
員
全
員
で
の
応

援
が
可
能
と
な
り
、
力
強
い
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
た
。
応
援

優
勝
し
た
青
龍
団
（
青
団
）
は
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
抜
群
の
切
れ
の
あ

る
演
舞
や
ダ
ン
ス
で
魅
了
し
た
。

応
援
団
長
の
中
村
心
優
さ
ん
（
３７

Ｈ
）
は
「
演
舞
は
一
人
一
人
の
動

き
が
違
う
た
め
、
練
習
で
何
度
も

動
画
を
撮
影
し
修
正
を
繰
り
返
し

て
苦
心
し
た
。
高
校
生
の
時
に
し

か
で
き
な
い
経
験
を
仲
間
と
作
り

上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
喜
び

を
語
っ
た
。

　

総
合
優
勝
を
勝
ち
取
っ
た
の
は

朱
雀
団
（
赤
団
）。
団
長
の
西
野

ア
リ
ー
ナ
さ
ん
（
３７
Ｈ
）
は
「
最

後
に
総
合
優
勝
と
聞
き
、
驚
き
も

あ
っ
た
が
団
の
皆
も
喜
ん
で
く
れ

て
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
。
高
校

最
後
の
体
育
大
会
が
総
合
優
勝
と

い
う
結
果
で
最
高
」
と
振
り
返
っ

た
。

　

新
聞
部
は
、
恒
例
の
体
育
大
会

速
報
を
当
日
に
３
回
発
行
し
た
。

【
結
果
】

総　
　

合
＝
①
朱
雀
団
②
青
龍
団

競
技
の
部
＝
①
白
虎
団
②
黄
麟
団

デ
コ
の
部
＝
①
青
龍
団
②
黄
麟
団

応
援
の
部
＝
①
青
龍
団
②
白
虎
団

衣
装
の
部
＝
①
朱
雀
団
②
白
虎
団

【
川
口
は
る
ひ
】

盛
り
上
げ
て
い
る
。

　

目
標
は
ベ
ス
ト
１６
入
り
。「
自

分
に
自
信
を
持
っ
て
プ
レ
ー
し
た

い
。
２
年
生
で
つ
か
ん
だ
チ
ャ
ン

ス
。
今
後
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う

な
成
績
を
残
す
」
と
意
気
込
む
。

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
個
人
対
抗
シ

ン
グ
ル
ス
が
８
月
２０
日
、
北
海
道

札
幌
市
の
北
海
き
た
え
ー
る
（
北

海
道
立
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
）
で

行
わ
れ
る
。

　

放
送
部
＝
写
真
＝
は
６
月
１８
日

に
行
わ
れ
た
第
６２
回
県
高
校
放
送

コ
ン
テ
ス
ト
で
、
ラ
ジ
オ
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
、
研
究

発
表
の
３
部
門
で
優
秀
賞
２
位
を

　

新
聞
部
は
、
７
月
２９
日
か
ら
３１

日
に
か
け
て
鹿
児
島
市
の
志
學
館

大
学
で
行
わ
れ
る
第
４７
回
全
国
高

校
総
合
文
化
祭
（
２
０
２
３
か
ご

し
ま
総
文
）
新
聞
部
門
に
出
場
す

る
。

　

本
校
は
、
昨
年
１２
月
の
「
第
２７

回
全
国
高
校
新
聞
年
間
紙
面
審

査
」
予
備
審
査
で
入
賞
し
、
全
国

総
文
祭
の
表
彰
参
加
で
の
出
場
権

を
得
た
。
同
審
査
に
は
２７
年
連
続

で
入
賞
し
て
お
り
、
今
年
の
総
文

祭
で
の
本
審
査
で
も
受
賞
が
期
待

　

坂
田
力
毅
さ
ん
（
１６
Ｈ
）
＝
写

真
＝
は
、
９
月
１
、
２
日
に
栃
木

県
宇
都
宮
市
の
日
環
ア
リ
ー
ナ
栃

木
屋
内
水
泳
場
（
栃
木
県
総
合
運

動
公
園
屋
内
水
泳
場
）
で
行
わ
れ

る
第
９９
回
日
本
選
手
権
飛
込
競
技

に
、
１
ｍ
飛
板
飛
込
、
３
ｍ
飛
板

飛
込
、
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
３
ｍ

飛
板
飛
込
の
３
種
目
で
出
場
す
る
。

　

「
す
ご
い
選
手
し
か
い
な
い
大

　

谷
口
奈
津
未
さ
ん
（
３１
Ｈ
）
＝

写
真
＝
が
、
８
月
１
日
か
ら
３
日

に
か
け
て
鹿
児
島
市
の
サ
ン
エ
ー

ル
か
ご
し
ま
で
行
わ
れ
る
第
４７
回

全
国
高
校
総
合
文
化
祭
（
２
０
２

３
か
ご
し
ま
総
文
）
弁
論
部
門

に
、
富
山
県
代
表
と
し
て
出
場
す

　

柔
道
部
は
、
西
野
佑
麻
さ
ん

（
３８
Ｈ
）
＝
写
真
＝
が
５
月
２７
、

２８
日
に
行
わ
れ
た
県
高
校
総
体
の

男
子
個
人
戦
６０
キ
ロ
級
で
優
勝

し
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
出
場
権
を

獲
得
し
た
。

　

西
野
さ
ん
は
県
大
会
決
勝
を
振

り
返
り
「
対
戦
成
績
３
勝
３
敗
の

ラ
イ
バ
ル
と
の
一
戦
に
な
っ
た
。

獲
得
し
、
７
月
２４
～
２７
日
に
東
京

で
行
わ
れ
る
第
７０
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全

国
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
に
４３
年

連
続
で
出
場
が
決
定
し
た
。

　

「
歴
代
の
先
輩
達
が
築
き
上
げ

さ
れ
る
。
ま
た
、
全
国
の
高
校
新

聞
部
員
で
編
成
さ
れ
た
班
で
鹿
児

島
県
内
各
地
を
取
材
し
、
交
流
新

聞
を
作
成
す
る
。

　

川
口
は
る
ひ
さ
ん
（
２１
Ｈ
）
は

「
他
校
と
の
交
流
や
取
材
を
通
し

て
、
よ
り
良
い
学
校
新
聞
づ
く
り

に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り

た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

　

他
に
、
８
月
１３
、
１５
の
両
日
に

北
日
本
新
聞
に
掲
載
さ
れ
る
全
国

総
文
祭
ニ
ュ
ー
ス
「
ら
い
ち
ょ

う
」
の
取
材
も
行
う
。

会
に
出
場
で
き
る
こ
と
が
決
ま
っ

て
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
」
と
話

す
坂
田
さ
ん
は
現
在
、
出
場
種
目

を
中
心
に
練
習
し
、
完
成
度
を
上

げ
る
た
め
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
も

励
ん
で
い
る
。
入
賞
を
目
標
に
掲

げ
「
ま
だ
自
分
は
他
の
選
手
よ
り

も
劣
っ
て
い
る
が
、
自
分
の
ベ
ス

ト
を
尽
く
せ
る
よ
う
に
頑
張
り
た

い
」
と
意
気
込
ん
だ
。

る
。

　

弁
士
は
７
分
間
以
内
で
弁
論
を

行
い
、
７
人
の
審
査
員
に
よ
っ
て

論
旨
６０
点
、
表
現
４０
点
の
計
１
０

０
点
満
点
で
採
点
さ
れ
る
。

　

今
は
発
声
練
習
や
言
葉
一
つ
一

つ
を
意
識
し
た
練
習
に
励
ん
で
い

る
谷
口
さ
ん
は
「
貴
重
な
経
験
が

で
き
る
こ
と
に
感
謝
し
、
練
習
し

て
き
た
こ
と
を
十
分
に
発
揮
し
て

悔
い
が
残
ら
な
い
よ
う
に
し
た

い
。
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
」
と
話

し
て
い
た
。

勝
ち
に
こ
だ
わ
っ
て
４
勝
目
を
勝

ち
取
っ
た
瞬
間
、
感
動
が
込
み
上

げ
て
き
た
」
と
語
る
。

　

ま
ず
は
初
戦
突
破
が
目
標
。

「
最
後
の
１
秒
ま
で
勝
ち
に
こ
だ

わ
り
、
上
を
目
指
し
て
頑
張
り
た

い
。
高
校
生
活
最
後
の
試
合
、
自

分
ら
し
い
柔
道
で
楽
し
ん
で
き
ま

す
」
と
話
し
た
。

５
年
ぶ
り
に
友
好
訪
問

向
上
を
目
指
す
。

　

富
山
空
港
で
の
出
発
式
で
、
生

徒
代
表
の
長
谷
青
依
さ
ん
（
１１

Ｈ
）
は
「
こ
の
研
修
で
異
文
化
理

解
力
を
養
い
、
国
際
社
会
で
の
活

躍
に
向
け
た
準
備
が
で
き
る
。
学

び
や
経
験
を
将
来
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

研
修
中
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
地

元
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
で
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
体
験
や
、
オ
レ
ゴ
ン
日

系
レ
ガ
シ
ー
セ
ン
タ
ー
の
見
学
、

オ
レ
ゴ
ン
コ
ー
ス
ト
日
帰
り
ツ
ア

ー
な
ど
、
多
彩
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。

１
年
国
際
英
語
コ
ー
ス

ア
メ
リ
カ
研
修
に
出
発

一
人
一
人
が
主
役

一
人
一
人
が
主
役

アメリカ姉妹校チェスタートン高校が来校
welcome to Tuins-High!

プレゼンするチェスタートン高校の生徒達 ヒマワリを楽しそうに生ける生徒達

国
際
高
を
訪
れ
た
。
来
校
し
た
の

は
生
徒
１４
人
と
引
率
の
先
生
１
人

で
、
本
校
へ
の
訪
問
交
流
は
姉
妹

校
提
携
を
結
ん
だ
２
０
１
６
年
１２

月
以
降
、
２
０
１
８
年
に
続
い
て

　

ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州

に
あ
る
姉
妹
校
、
チ
ェ
ス
タ
ー
ト

ン
高
校
の
訪
問
団
が
７
月
４
日
、

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
対
面
し
た
。
そ

の
う
ち
半
数
は
昨
年
８
月
に
本
校

か
ら
チ
ェ
ス
タ
ー
ト
ン
高
校
を
訪

問
し
た
生
徒
の
家
庭
で
、
約
１
年

ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
合
っ
た
。

５
年
ぶ
り
４
回
目
。

　

一
行
は
３
日
に
富
山
に
到
着

し
、
１
週
間
を
共
に
過
ご
す
ホ
ス

　

国
際
交
流
は
国
際
高
の
特
色

の
一
つ
。
昨
年
ま
で
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
規
制
で
訪
問
交
流
が
難

し
く
な
っ
て
い
た
が
、
今
回
、

姉
妹
校
か
ら
訪
問
団
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
た
。
国
際
生
に
と

っ
て
も
新
し
い
気
づ
き
や
学
び

を
得
る
貴
重
な
交
流
に
な
っ
た

よ
う
だ
。�

【
山
田
真
央
】

　

翌
４
日
か
ら
７
日
の
間
、
チ
ェ

ス
タ
ー
ト
ン
高
校
の
生
徒
は
午
前

中
は
ホ
ス
ト
生
の
ク
ラ
ス
に
入
っ

記
者
の
目

て
一
緒
に
授
業
を
受
け
、
午
後
は

本
校
で
学
ぶ
４
人
の
短
期
留
学
生

ら
と
と
も
に
多
彩
な
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ー
を
体
験
し
た
。

　

４
日
に
は
光
彩
ホ
ー
ル
で
、
第

て
き
た
伝
統
を
今
年
も
達
成
で

き
、
安
堵
と
う
れ
し
さ
で
一
杯
だ

っ
た
」
と
県
大
会
を
振
り
返
る
部

長
の
藤
島
永
吏
さ
ん
（
３３
Ｈ
）
は

「
目
標
は
、
研
究
発
表
部
門
で
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で
発
表
で
き
る
２
校

の
中
に
入
る
こ
と
と
、
決
勝
進
出

で
す
」
と
力
強
く
話
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
男
子
個
人
戦

６０
キ
ロ
級
は
８
月
９
日
、
北
海
道

札
幌
市
の
北
海
き
た
え
ー
る
（
北

海
道
立
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
）
で

行
わ
れ
る
。

て
い
る
。
世
の
中
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
は

じ
め
と
す
る
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
が
あ
り
、
大
半

の
高
校
生
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
通
じ
て
そ
れ
ら
に
気
軽
に
ア
ク
セ
ス
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
そ
こ
で
触
れ
る
情
報

に
は
、
真
実
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
も
の
や
明
ら

か
に
間
違
っ
て
い
る
も
の
も
多
い
。
こ
れ
ら
の

い
わ
ゆ
る
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
と
呼
ば
れ
る
も

の
や
、
偏
っ
た
価
値
観
に
基
づ
き
誰
か
を
傷
つ

け
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
属
す
る
も
の
が
大
量

４
回
国
際
理
解
講
座
と
し
て
ウ

ェ
ル
カ
ム
・
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開

か
れ
た
。
チ
ェ
ス
タ
ー
ト
ン
高

校
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
地
元
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
の

有
名
な
場
所
や
美
味
し
い
食
べ

物
、
歴
史
な
ど
を
紹
介
。
ま

た
、
部
活
動
で
行
っ
て
い
る
チ

ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
や
バ
ッ
ク
転

を
披
露
し
、
場
を
盛
り
上
げ

た
。
お
返
し
に
本
校
生
徒
が
日

本
の
伝
統
文
化
や
富
山
、
学
校

に
つ
い
て
英
語
で
紹
介
。
ま

た
、
富
山
に
ま
つ
わ
る
ク
イ
ズ

を
行
い
、
皆
で
楽
し
ん
だ
。

　

５
日
は
寿
司
握
り
体
験
で
、

新
鮮
な
マ
グ
ロ
や
タ
イ
な
ど
の

ネ
タ
を
使
い
自
分
た
ち
で
握
っ

た
寿
司
を
味
わ
っ
た
。
６
日
は

華
道
体
験
。
ヒ
マ
ワ
リ
な
ど
を

初
め
て
生
け
た
オ
ー
ガ
ス
ト
・

ロ
ビ
ッ
ツ
さ
ん
は
「
ア
メ
リ
カ

の
学
校
で
は
体
験
で
き
な
い
。

花
を
ど
の
よ
う
に
配
置
す
る
か

は
と
て
も
意
味
が
あ
る
と
分
か

っ
た
」
と
話
し
た
。
７
日
は
本

校
の
弓
道
場
で
弓
道
体
験
に
も

挑
戦
し
た
。

　

土
日
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
休
日
を
過
ご
し
、１０
日
の
朝
、

名
残
を
惜
し
み
な
が
ら
富
山
を

発
っ
た
。

２
・
３
面

【
特
集
１
】

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
学
校
教
育

４
・
５
面

【
特
集
２
】

地
震
へ
の
備
え　

あ
り
ま
す
か
？

６
面「

学
生
時
代
」、「
続
・
留
学
生
通
信
」、

部
説
な
ど

今号の紙面
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アフターコロナの

学校教育
　２０２０年、新型コロナウイルス感染症が世界中に蔓延 してから早くも ３年以上が経つ。日本では今年 ５月か
ら感染法上の位置づけが第 ５類に移行され、混乱が続 いていた学校現場でも「コロナ後」を模索する動きが
出始めている。
　折しも、 ５月に富山で開かれたＧ ７（先進 ７か国） 教育相会合で話し合われたテーマの １つは「アフター
コロナの教育」。新聞部はこれを滅多にない機会とと らえ、今後の学校教育はどうあるべきか、国際高はど
こに向かっていくべきなのか、総力で探った。

特集 １

国際生
アンケート

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
普
及・

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
普
及・

コ
ロ
ナ
の
制
約
で　
　

コ
ロ
ナ
の
制
約
で　
　

考
え
方
に
変
化
か

考
え
方
に
変
化
か

コ
ロ
ナ
後
の
学
校
の
役
割

コ
ロ
ナ
後
の
学
校
の
役
割  

議
論
議
論

　

Ｇ
７
教
育
相
会
合
に
関
す
る
国
際
生
の
意
識
な
ど
に
つ
い
て
調
査
す
る
た
め
、
全
校
生
徒

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
有
効
回
答
数
は
２
７
０
人
。
な
お
、
こ
れ
は
石
動
高
校
・
金

沢
桜
丘
高
校
と
合
同
で
行
っ
た
も
の
の
う
ち
、
本
校
の
み
の
結
果
。

　

Ｇ
７
（
先
進
７
か
国
）
教
育
大
臣
会
合
が
５
月
１２
日
か
ら
４
日
間
、
富
山
と
金
沢
で
開
催

さ
れ
た
。
国
内
で
開
催
し
た
閣
僚
会
合
で
、
複
数
自
治
体
に
よ
る
共
催
は
初
め
て
。
教
育
の

未
来
像
が
提
言
さ
れ
た
こ
の
会
合
の
取
材
を
、
本
校
新
聞
部
は
石
動
高
校
、
金
沢
桜
丘
高
校

と
合
同
で
許
さ
れ
た
。

　

今
年
５
月
８
日
か
ら
、
日
本
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
感
染
症
法
上
の
位
置
づ
け
が
「
５
類
感
染
症
」

に
変
更
さ
れ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
国
際
高
で
も
マ
ス
ク
を
外
す
生
徒
が
増
え
る
な
ど
、
学
校
生
活
全
般
に
様
々
な
変
化

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ＧＧ
７７
教
育
相
会
合

教
育
相
会
合知っ

て
い
る

知
っ
て
い
る
６７６７
％％

授
業
は

授
業
は

オ
ン
ラ
イ
ン

オ
ン
ラ
イ
ン
／／
対
面
派

対
面
派  

半
々
半
々

海
外
派
遣
増
や
す
べ
き

海
外
派
遣
増
や
す
べ
き
８５８５
％％

生
成
Ａ
Ｉ

生
成
Ａ
Ｉ  

賛
否
両
論

賛
否
両
論

Ｑ
１
．
富
山
市
・
金
沢
市
で
５
月

１２
日
か
ら
１５
日
に
Ｇ
７
教
育
大
臣

会
合
が
開
催
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

知
っ
て
い
ま
す
か
。

　

本
校
生
徒
の
Ｇ
７
教
育
大
臣
会

合
の
認
知
度
を
調
べ
た
。「
は
い
」

Ｑ
２
．
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
や
、
メ

タ
バ
ー
ス
内
で
ア
バ
タ
ー
を
使
っ

Ｑ
３
．
あ
な
た
は
学
校
独
自
の
海

外
派
遣
事
業
な
ど
を
再
開
あ
る
い

は
も
っ
と
拡
大
さ
せ
る
べ
き
だ
と

考
え
ま
す
か
。

　

「
増
え
た
方
が
良
い
」
は
８５
・

は
６６
・
７
％
、「
い
い
え
」
は

３３
・
３
％
だ
っ
た
。
知
っ
た
手
段

は
テ
レ
ビ
、
街
の
掲
示
物
や
旗
な

ど
だ
っ
た
。
富
山
市
と
い
う
身
近

な
場
所
で
開
催
さ
れ
て
い
た
か
ら

か
、
認
知
度
は
意
外
に
高
か
っ
た
。

て
学
校
生
活
な
ど
と
、
対
面
の
授

業
で
は
ど
ち
ら
の
方
が
良
い
と
思

２
％
と
圧
倒
的
に
多
く
、「
増
え

な
く
て
も
良
い
」
は
１４
・
８
％
だ

っ
た
。
増
え
た
方
が
良
い
理
由
と

し
て
は
、「
日
常
に
な
い
経
験
が

で
き
る
か
ら
」「
違
う
文
化
の
中

で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
」

「
外
国
語
の
取
得
に
有
効
だ
か
ら
」

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。
グ
ロ
ー
バ

ル
化
が
進
み
、
海
外
の
文
化
や
言

語
に
興
味
を
持
つ
人
が
増
え
た
よ

う
だ
。

た
生
徒
も
い
る
よ
う
だ
。

Ｑ
４
．
あ
な
た
は
「ChatGPT

（
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
）」
な
ど
の

生
成
系
Ａ
Ｉ
を
課
題
に
利
用
す
る

こ
と
は
容
認
す
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
か
。

　

「
使
っ
て
も
良
い
」
が
４３
・
３

％
、「
使
わ
な
い
方
が
良
い
」
は

５６
・
７
％
と
ほ
ぼ
差
が
な
か
っ

た
。
使
っ
て
も
良
い
理
由
と
し
て

は
、「
こ
れ
か
ら
は
そ
う
し
た
技

術
を
活
か
す
べ
き
だ
か
ら
」「
そ

の
方
が
自
分
で
考
え
る
よ
り
優
れ

て
い
る
か
ら
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

た
が
、
課
題
の
性
質
上
、
自
分
の

力
で
考
え
た
方
が
良
い
か
ら
と
い

う
意
見
も
あ
っ
た
。
世
間
で

ChatGPT

の
使
用
に
つ
い
て
賛
否

両
論
が
あ
る
が
、
国
際
生
の
中
で

も
そ
う
い
っ
た
意
見
の
違
い
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

い
ま
す
か
。

　

「
対
面
授
業
の
方
が
良
い
」
は

５３
％
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
方

が
良
い
」
は
４７
％
だ
っ
た
。
ほ
ぼ

半
々
だ
っ
た
が
、
対
面
が
良
い
理

由
と
し
て
は
「
質
疑
応
答
が
し
や

す
い
か
ら
」「
緊
張
感
が
あ
り
集

中
し
や
す
い
か
ら
」「
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
や
メ
タ
バ
ー
ス
内
だ
と
、

生
徒
は
い
く
ら
で
も
誤
魔
化
し
が

効
い
て
し
ま
う
か
ら
」
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

普
及
し
ス
マ
ホ
で
や
り
取
り
す
る

こ
と
が
増
え
た
今
、
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
に
対
す
る
考
え
方
が
変
わ
っ

47% 53%
対面のほうが良い

オンラインやメタ
バースでの授業の
方が良い

14.8%

85.2%

増えた方が良い

増えなくても良い

56.7%
43.3%

使っても良い

使わない方が良い

国
際
高
ビ
フ
ォ
ア
＆
ア
フ
タ
ー

ア
ク
リ
ル
の
遮
蔽
板
ご
し
に
グ
ル
ー
プ
学
習
（
２
０
２
０
年
７
月
）

Ｇ
７
教
育
相
会
合
取
材
で
中
学
生
に
質
問
＝
富
山
国
際
会
議
場

（
石
動
高
校
新
聞
部
撮
影
） 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

期
間
中
に
は
会
合
に
参
加
す
る

各
国
大
臣
ら
の
代
表
団
に
富
山
県

の
魅
力
を
体
感
し
て
も
ら
う
た

め
、
教
育
関
連
施
設
や
観
光
施
設

を
紹
介
す
る
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン

や
、
富
山
の
美
味
し
い
「
食
」
を

堪
能
し
て
も
ら
う
夕
食
会
な
ど

　

５
月
１３
日
に
富
山
国
際
会
議
場

で
行
わ
れ
た
会
合
で
は
、
３
月
に

「
富
山
・
金
沢
こ
ど
も
サ
ミ
ッ
ト

宣
言
書
」
を
作
っ
た
中
学
生
が
両

市
か
ら
５
人
ず
つ
参
加
し
、
各
国

の
大
臣
ら
に
宣
言
書
の
趣
旨
な
ど

を
英
語
で
紹
介
。
こ
の
宣
言
書

は
、
①
夢
や
目
標
を
持
ち
、
自
分

の
良
さ
や
可
能
性
を
生
か
し
ま

す
、
②
多
様
性
を
受
け
入
れ
、
他

者
を
理
解
・
尊
重
し
ま
す
、
③
住

み
や
す
く
、
誰
も
が
誇
れ
る
街
を

つ
く
り
ま
す
、
④
持
続
可
能
で
幸

福
な
社
会
を
実
現
し
ま
す
、
⑤
１

　

１４
日
の
本
会
合
で
は
会
場
を
金

沢
市
に
移
し
て
開
か
れ
、「
継
続

的
に
課
題
を
把
握
し
、
リ
ス
ク
を

軽
減
す
る
重
要
性
を
認
識
す
る
」

　

ま
ず
、
コ
ロ
ナ
時
の
卒
業
式
に

は
在
校
生
が
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、YouTube

ラ
イ
ブ
で
家
か

ら
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
。
今
年
か
ら
在
校

生
も
式
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
通
常
通
り
に
戻
っ
た
。
ま

た
、
卒
業
式
や
入
学
式
の
際
、
入

退
場
時
に
は
マ
ス
ク
着
用
の
必
要

の
発
表
の
み
、
各
教
室
で
オ
ン
ラ

イ
ン
視
聴
し
た
。
去
年
か
ら
３
年

ぶ
り
に
通
常
の
形
式
に
戻
り
、
対

面
で
開
催
さ
れ
た
。

　

２
年
生
の
研
修
旅
行
は
、
各
自

で
用
意
さ
れ
た
コ
ー
ス
を
選
択
す

る
。
今
年
か
ら
海
外
コ
ー
ス
が
復

活
し
、
多
く
の
生
徒
が
海
外
を
希

望
し
て
い
る
よ
う
だ
。
一
昨
年
は

研
修
旅
行
そ
の
も
の
が
中
止
に
な

り
、
昨
年
は
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
を

懸
念
し
、
九
州
、
関
東
、
沖
縄
の

国
内
の
み
の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
た
。

　

海
外
姉
妹
校
と
の
訪
問
交
流
も

昨
年
８
月
か
ら
再
開
。
国
際
英
語

コ
ー
ス
の
海
外
語
学
研
修
も
、
今

年
７
月
に
１
年
生
の
ア
メ
リ
カ
研

修
、
８
月
に
２
年
生
の
韓
国
研
修

が
復
活
す
る
。

　

ま
た
、
長
期
留
学
は
昨
年
か
ら

復
活
傾
向
に
。
現
３
年
生
は
２９
人

が
留
学
か
ら
帰
国
し
て
い
る
ほ

か
、
今
年
も
３８
人
の
２
年
生
が
留

学
を
予
定
し
て
い
る
。

◇　
　

◇　
　

◇

　

授
業
の
方
法
も
少
し
ず
つ
変
わ

っ
て
き
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
時
に
は

難
し
か
っ
た
ペ
ア
ワ
ー
ク
や
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
以
前
よ
り
も
生
徒
ど
う
し

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

こ
と
が
で
き
て
意
見
交
換
の
場
が

増
え
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
時
は
総

合
的
な
探
究
の
時
間
な
ど
で
行
わ

れ
る
講
演
会
の
大
半
が
オ
ン
ラ
イ

ン
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は

直
接
、
講
師
の
方
か
ら
対
面
で
話

を
聞
く
機
会
が
増
え
た
。

　

新
聞
部
で
取
っ
た
生
徒
ア
ン
ケ

ー
ト
で
、
授
業
方
法
は
「
対
面
」

と
「
オ
ン
ラ
イ
ン
」
の
ど
ち
ら
の

方
が
良
い
か
と
い
う
問
い
に
「
対

面
」
が
５３
％
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
」

が
４７
％
と
対
面
が
や
や
上
回
る
結

果
と
な
っ
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
も
メ

リ
ッ
ト
を
生
か
し
つ
つ
臨
機
応
変

に
利
用
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
。

　

今
年
度
か
ら
、
毎
朝
行
っ
て
い

た
「
生
徒
健
康
調
査
」
が
な
く
な

っ
た
。
生
徒
健
康
調
査
は
毎
朝
メ

ー
ル
に
送
信
さ
れ
て
く
る
フ
ォ
ー

ム
に
体
温
や
体
調
を
入
力
す
る
と

い
う
取
り
組
み
。
５
類
移
行
を
受

け
、
廃
止
さ
れ
た
。

　

コ
ロ
ナ
後
の
変
化
は
学
校
行
事

の
み
な
ら
ず
、
施
設
に
も
現
れ
て

い
る
。
食
堂
や
職
員
室
で
は
、
設

置
さ
れ
て
い
た
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

が
撤
去
さ
れ
た
。
ま
た
、
食
堂
で

は
座
席
数
が
増
え
、
対
面
配
置
が

復
活
す
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
時
に
比

べ
る
と
利
用
で
き
る
人
数
が
増
え

た
。�

【
花
当
栞
穂
】

教育現場では今 　アフターコロナのいま、学
校現場はどうなっているの
か。新聞部は、いろいろな学
校に取材し現状を探った。

３校新聞部で合同取材

記
者
の
目

今
ま
で
の
枠
越
え
た
挑
戦
を

今
ま
で
の
枠
越
え
た
挑
戦
を

富
山
国
際
大
子
ど
も
育
成
学
部
長

子
ど
も
育
成
学
部
長  

松
山
先
生
に
き
く

松
山
先
生
に
き
く

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
探
究
こ
そ
未
来
像

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
探
究
こ
そ
未
来
像
  

仲
井
校
長
先
生
に
き
く

仲
井
校
長
先
生
に
き
く

コ
ロ
ナ
後
は「
慣
ら
し
」時
間
増

コ
ロ
ナ
後
は「
慣
ら
し
」時
間
増

各
校
と
も
に
賛
否
分
か
れ
る

各
校
と
も
に
賛
否
分
か
れ
る

中
学
生
達
が
堂
々
と
意
見
発
表

中
学
生
達
が
堂
々
と
意
見
発
表

課
題「
継
続
的
に
把
握
」

課
題「
継
続
的
に
把
握
」

富
山・金
沢
宣
言
を
採
択

富
山・金
沢
宣
言
を
採
択

　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
教
育
に
つ
い
て
６
月
８
日
、
富
山
国
際
大
学
子
ど
も

育
成
学
部
長
の
松
山
友
之
教
授
に
聞
い
た
。

　

新
聞
部
は
、
国
際
高
に
お
け
る
教
育
の
未
来
像
に
つ
い
て
、
仲
井
章
校
長

先
生
に
聞
い
た
。�

【
北
岡
夏
海
】

オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
か
ら

オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
か
ら

得
ら
れ
た
教
訓
生
か
す

得
ら
れ
た
教
訓
生
か
す

生
成
Ａ
Ｉ

生
成
Ａ
Ｉ

使
う
意
味
理
解
し
正
し
い
選
択
を

使
う
意
味
理
解
し
正
し
い
選
択
を

た
。
そ
の
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

初
め
て
対
面
し
た
学
生
ど
う
し
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
十
分

で
あ
り
、
関
わ
る
の
も
学
籍
番
号

が
近
い
人
だ
け
と
い
う
大
き
な
課

題
を
抱
え
た
。
し
か
し
、
定
期
的

に
「
席
替
え
」
を
行
っ
た
り
、
オ

ン
ラ
イ
ン
講
義
で
も
学
生
の
カ
メ

ラ
を
オ
ン
に
す
る
よ
う
に
指
示
し

た
り
し
た
こ
と
で
、
グ
ル
ー
プ
内

で
会
話
が
弾
み
距
離
を
縮
め
る
こ

と
が
で
き
た
た
め
、
大
学
に
来
ら

れ
た
時
や
活
動
の
際
に
学
生
達
自

身
が
少
し
ず
つ
仲
良
く
な
ろ
う
と

し
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
に
お

い
て
、
五
感
を
通
し
た
体
験
が
で

き
ず
に
学
生
が
受
け
身
に
な
っ
て

し
ま
う
と
い
う
問
題
も
挙
げ
ら

れ
、
９０
分
間
の
講
義
中
に
節
目
を

作
り
な
が
ら
、
決
し
て
座
学
の
み

に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が

必
要
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
広
い

教
室
で
大
人
数
に
向
け
て
行
う
対

面
授
業
と
比
べ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の

方
が
学
生
と
の
距
離
を
近
く
感
じ

る
こ
と
が
で
き
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

も
互
い
の
表
情
を
見
て
話
す
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分

か
っ
た
と
い
う
。「
高
校
生
の
皆

さ
ん
も
、
マ
ス
ク
な
し
で
の
活
動

が
可
能
と
な
っ
た
今
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
関
す
る
取
り
組
み
や
海
外
と
の

交
流
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
、

今
ま
で
の
枠
を
越
え
た
挑
戦
を
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
る
だ
ろ

う
」
と
話
し
て
く
れ
た
。
さ
ら
に

松
山
教
授
は
相
田
み
つ
を
の
「
人

を
動
か
す
力
は
感
動
だ
け
」
と
い

う
言
葉
を
挙
げ
、「
人
は
感
動
し

て
動
く
こ
と
は
あ
る
が
、
理
屈
で

動
く
こ
と
や
『
理
動
』
と
い
う
言

葉
は
な
く
、
理
屈
で
な
い
話
を
ど

の
よ
う
に
自
分
の
も
の
に
す
る
か

を
大
切
に
学
ん
で
ほ
し
い
」
と
興

味
あ
る
も
の
を
自
主
的
に
学
ぼ
う

と
す
る
姿
勢
の
大
切
さ
を
語
っ
た
。

　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
教
育
を
コ

ロ
ナ
前
よ
り
も
良
い
も
の
へ
と
変

え
て
い
く
た
め
に
、
子
ど
も
育
成

学
部
の
学
生
に
対
し
て
松
山
教
授

は
「
た
く
さ
ん
の
挑
戦
や
冒
険
を

し
、
の
び
や
か
な
子
ど
も
を
た
く

さ
ん
増
や
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
」

と
望
ん
で
い
る
。
ま
た
、
国
際
生

に
対
し
て
は
「
今
か
ら
で
も
面
白

　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
教
育
形
態

が
改
善
さ
れ
る
一
方
で
、
今
、
学

生
の
レ
ポ
ー
ト
や
課
題
な
ど
に
お

い
て
生
成
系
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）

で
あ
る
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
使
用

が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
例
え

ば
、
大
学
受
験
時
の
志
望
理
由
書

で
あ
れ
ば
、
自
分
に
し
か
な
い
長

所
や
自
分
し
か
体
験
し
て
い
な
い

こ
と
が
重
視
さ
れ
る
た
め
、
チ
ャ

ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
使
用
す
る
こ
と
で

自
分
の
実
績
よ
り
も
低
い
内
容
の

文
章
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
こ
の

問
題
を
踏
ま
え
た
上
で
の
チ
ャ
ッ

ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
と
の
正
し
い
付
き
合
い

方
と
し
て
、「
自
分
の
知
ら
な
い

こ
と
を
補
う
と
い
う
目
的
や
、
自

分
の
意
見
や
意
思
を
強
く
持
っ
て

い
る
前
提
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の

た
め
、
使
う
意
味
を
し
っ
か
り
理

解
し
て
い
る
こ
と
と
、
使
う
べ
き

と
こ
ろ
の
選
択
を
間
違
え
な
い
こ

と
が
大
切
」
と
指
摘
し
た
。

　

な
お
、
国
際
大
で
も
生
成
系
Ａ

Ｉ
使
用
に
つ
い
て
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
作
成
中
だ
と
い
う
。

い
こ
と
や
楽
し
い
こ
と
が
で
き
る

夢
を
持
っ
て
、
精
一
杯
に
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
」
と
語
っ
た
。
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
で
変
わ
っ
て
い
く
教

育
の
中
で
、
学
校
で
の
学
び
を
コ

ロ
ナ
前
よ
り
も
さ
ら
に
改
善
さ
れ

た
も
の
に
す
る
た
め
に
も
、
自
分

に
し
か
で
き
な
い
こ
と
や
新
し
い

挑
戦
を
す
る
努
力
を
怠
ら
な
い
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。【

川
口
は
る
ひ
】

　

富
山
国
際
大
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
蔓
延
防
止
の
た
め
、
２
０
２
０

年
か
ら
入
学
式
は
行
わ
ず
、
オ
ン

ラ
イ
ン
講
義
を
取
り
入
れ
始
め

優
し
い
眼
差
し
で
語
る
松
山
教

授
＝
富
山
国
際
大

取
材
に
答
え
る
土

合
先
生
＝
富
大
附

属
小

富
大
附
属
小

　

富
山
大
学
教
育
学
部
附
属
小
学

校
の
土
合
真
祐
教
頭
先
生
に
取
材

し
た
。

　

ま
ず
、
コ
ロ
ナ
前
と
後
の
変
化

に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
た
。
コ
ロ

ナ
時
の
修
学
旅
行
で
は
県
外
に
は

行
け
ず
、
黒
部
な
ど
の
県
内
の
行

き
先
に
な
っ
た
。
コ
ロ
ナ
感
染
が

蔓
延
し
た
３
年
前
に
は
登
校
時
間

を
ず
ら
し
、
低
学
年
、
中
学
年
、

高
学
年
と
時
間
を
区
切
っ
て
授
業

を
行
っ
た
り
し
て
い
た
。
対
面
授

業
が
行
え
な
か
っ
た
た
め
、
授
業

動
画
を
配
信
し
て
、
算
数
な
ど
の

座
学
は
も
ち
ろ
ん
、
体
育
な
ど
も

配
信
し
た
動
画
を
見
て
も
ら
う
形

を
と
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
児
童

にChromebook

を
配
布
し
、
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
も
行
っ
た
。「
子

ど
も
達
と
直
接
の
関
わ
り
が
な
い

の
が
心
配
だ
っ
た
」
と
土
合
先

生
。
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
今
、
学

校
が
コ
ロ
ナ
前
の
授
業
に
戻
そ
う

と
し
て
い
く
中
で
、
怪
我
が
多
く

な
っ
た
り
、
体
力
の
低
下
が
目
立

ち
、「
慣
ら
し
」
の
時
間
が
増
え

た
と
い
う
こ
と
だ
。
ま
た
、
コ
ロ

ナ
時
の
給
食
は
、
使
い
捨
て
手
袋

の
着
用
や
黙
食
の
徹
底
な
ど
が
行

わ
れ
て
い
た
そ
う
だ
。

　

次
に
、
コ
ロ
ナ
前
と
比
べ
た
家

庭
学
習
の
時
間
の
変
化
な
ど
に
つ

い
て
聞
い
た
。
附
属
小
で
は
家
庭

学
習
や
課
題
の
量
も
大
き
く
変
化

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
授
業

の
変
化
や
、
コ
ロ
ナ
時
の
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
で
培
っ
た
先
生
の
技
術

が
向
上
し
た
と
い
う
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
た
。
小
学
生
で
も
、
写
真
を

撮
っ
て
共
有
し
た
り
、Google

フ
ォ
ー
ム
を
使
っ
て
の
授
業
を
受

け
た
り
し
た
た
め
、
授
業
形
態
が

元
に
戻
っ
た
現
在
も
電
子
機
器
の

使
用
が
増
え
て
い
る
と
い
う
。
低

学
年
で
も
連
絡
帳
にGoogle

ス

ラ
イ
ド
を
使
っ
た
り
と
、
様
々
な

こ
と
が
電
子
機
器
を
活
用
し
た
形

態
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
話
し
て

く
れ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
学
校
生
活
で
、

小
学
生
が
不
安
に
し
て
い
た
こ
と

は
あ
る
か
と
尋
ね
る
と
、「
不
安

そ
う
に
し
て
い
る
子
ど
も
は
あ
ま

り
い
な
か
っ
た
が
、
話
を
す
る
の

が
苦
手
に
な
っ
て
い
た
り
す
る
子

ど
も
が
少
し
い
た
く
ら
い
」
と
の

こ
と
だ
っ
た
。

　

最
後
に
、
高
校
生
へ
の
コ
メ
ン

ト
を
い
た
だ
い
た
。「
今
ま
で

は
、（
対
面
で
の
）
リ
ア
ル
な
関

わ
り
を
大
事
に
し
て
ほ
し
い
と
思

っ
て
い
た
が
、
時
代
の
流
れ
か
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
リ
ア
ル
と

遜
色
な
い
関
わ
り
を
と
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
を
生
き
て

い
く
上
で
、
い
ろ
い

ろ
な
価
値
観
を
知
っ

て
ほ
し
い
。
周
り
か

ら
言
わ
れ
た
意
見
に

対
し
て
考
え
る
こ
と

が
多
く
な
っ
て
き
て

い
る
が
、
い
ろ
い
ろ

な
視
点
や
価
値
観
を

持
っ
て
様
々
な
人
と

関
わ
っ
て
ほ
し
い
」

と
要
望
し
て
い
た
。

【
金
岡
拓
海
】

制
限
緩
和

制
限
緩
和  

学
習
し
や
す
く

学
習
し
や
す
く

で
き
る
こ
と
増
え
実
感
さ
せ
る
授
業
に

で
き
る
こ
と
増
え
実
感
さ
せ
る
授
業
に

呉
羽
中

城
山
中

　

富
山
市
立
呉
羽
中
学
校
の
川
田

あ
ゆ
み
先
生
に
取
材
し
た
。

　

ま
ず
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
学
校
行

事
の
制
限
の
変
化
に
つ
い
て
聞
い

た
。
コ
ロ
ナ
時
は
保
護
者
の
参
加

が
密
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
消
毒

な
ど
の
対
策
も
行
い
、
体
育
大
会

な
ど
で
は
参
加
人
数
の
制
限
や
、

健
康
チ
ェ
ッ
ク
表
を
保
護
者
に
も

配
り
検
温
な
ど
を
徹
底
し
て
い
た

そ
う
だ
。
今
年
は
行
事
で
の
人
数

制
限
は
な
し
と
、
緩
和
し
て
き
て

い
る
。
ま
た
、
修
学
旅
行
で
は
先

生
が
い
な
い
と
こ
ろ
で
の
飲
食
は

昨
年
ま
で
禁
止
だ
っ
た
が
、
今
年

か
ら
は
そ
れ
も
解
禁
さ
れ
、
好
き

に
飲
食
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る

と
い
う
。

　

生
徒
の
家
庭
学
習
の
変
化
に
つ

い
て
聞
く
と
、「
学
習
計
画
実
践

表
」
な
ど
は
あ
る
が
デ
ー
タ
化
は

し
て
い
な
い
た
め
詳
し
く
は
わ
か

ら
な
い
が
、
川
田
先
生
の
感
じ
方

と
し
て
は
「（
コ
ロ
ナ
時
は
）
家

に
い
る
時
間
が
長
く
な
っ
た
た

め
、
勉
強
し
て
い
た
人
は
今
も
頑

張
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
逆

に
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
や

　

富
山
市
立
城
山
中
学
校
の
土
井

真
由
美
教
頭
先
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
し
た
と
こ
ろ
、
コ
ロ
ナ
後
に
で

き
る
こ
と
が
増
え
て
い
た
。

　

コ
ロ
ナ
前
後
の
行
事
の
変
化
に

つ
い
て
聞
い
た
。
ま
ず
入
学
式
・

卒
業
式
は
、
コ
ロ
ナ
時
は
在
校
生

は
ど
ち
ら
に
も
参
加
で
き
ず
、
コ

ロ
ナ
後
は
元
通
り
で
は
な
い
も
の

の
在
校
生
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
参
加

し
、
吹
奏
楽
部
の
演
奏
も
あ
っ
た
。

　

体
育
大
会
は
、
コ
ロ
ナ
時
は
接

触
し
な
い
競
技
に
絞
り
、
毎
年
盛

り
上
が
る
騎
馬
戦
も
な
く
な
っ

た
。
団
演
技
は
大
き
な
声
出
し
禁

止
で
、
体
育
大
会
全
体
と
し
て
時

間
が
短
縮
さ
れ
保
護
者
の
参
加
も

な
か
っ
た
。
今
年
は
競
技
と
団
演

技
は
昨
年
と
同
様
だ
が
、
保
護
者

の
参
加
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

学
習
発
表
会
は
、
コ
ロ
ナ
時
は

他
ク
ラ
ス
の
合
唱
を
見
る
こ
と
が

で
き
ず
、
保
護
者
も
該
当
の
学
年

っ
て
勉
強
し
な
か
っ
た
人
も
い
る

だ
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　

今
後
、
生
徒
に
し
て
い
き
た
い

授
業
に
つ
い
て
尋
ね
て
み
た
。
コ

ロ
ナ
が
始
ま
っ
て
す
ぐ
の
頃
は
、

簡
易
給
食
だ
っ
た
り
時
間
差
登
校

と
い
っ
た
対
策
を
取
っ
た
り
、
体

育
の
授
業
で
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
な
ど

の
ボ
ー
ル
を
共
有
す
る
競
技
で
授

業
前
後
に
ボ
ー
ル
の
消
毒
な
ど
を

し
て
い
た
が
、
今
は
自
分
で
意
識

し
て
手
を
洗
う
と
い
う
こ
と
に
ま

で
緩
和
し
て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み

や
す
く
な
る
な
ど
、
先
生
方
が
教

育
計
画
に
基
づ
い
て
や
り
た
い
こ

と
は
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
。
現
在
は
、
コ
ロ
ナ
禍
ピ
ー
ク

の
時
に
で
き
な
か
っ
た
「
１４
歳
の

挑
戦
」
な
ど
を
始
め
と
し
た
行
事

が
復
活
し
つ
つ
あ
り
、
総
合
的
な

学
習
も
と
て
も
し
や
す
く
な
っ
た

そ
う
だ
。
川
田
先
生
は
、
緩
和
し

つ
つ
あ
る
学
校
生
活
を
明
る
く
前

向
き
に
捉
え
て
い
る
様
子
だ
っ
た
。

【
土
田
夏
帆
】

し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
今
年
は
こ
れ
が
全
て
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

修
学
旅
行
・
校
外
学
習
は
、
コ

ロ
ナ
時
は
近
場
だ
っ
た
が
、
今
年

は
遠
く
に
行
く
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
班
別
活
動
も
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　

給
食
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
通

り
廊
下
で
配
膳
を
し
て
い
る
。
し

か
し
、
近
い
う
ち
に
机
を
く
っ
つ

け
て
友
達
と
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
予
定
だ
。

　

「
コ
ロ
ナ
後
の
今
、
生
徒
に
し

て
い
き
た
い
授
業
」
に
つ
い
て
聞

い
た
。「
わ
か
る
」「
で
き
る
」
を

実
感
さ
せ
た
い
、
と
即
答
さ
れ

た
。「
や
れ
ば
で
き
た
」
を
実
感

さ
せ
、
自
信
を
つ
け
さ
せ
、
も
っ

と
や
り
た
い
と
思
わ
せ
る
授
業
を

実
践
し
た
い
、
と
話
し
て
い
た
。

【
山
本
瑞
姫
、
山
藤
亜
純
、
舟
瀬

愛
唯
】

取
材
に
答
え
る
川
田
先
生

＝
呉
羽
中　
　
　
　
　
　

教育の未来像提言

意
見
交
換
す
る
３
校
の
新
聞
部

員
＝
石
動
高
校

生
成
Ａ
Ｉ

①
「
生
成
系
Ａ
Ｉ
の
好
機
と
課

題
」
に
つ
い
て
は
、
石
動
高
校
で

は
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
使
う
こ
と

に
４７
％
の
人
が
「
あ
り
」
と
回

答
。
そ
の
理
由
と
し
て
「
そ
の
ま

ま
使
わ
ず
一
部
を
使
い
、
文
章
の

書
き
方
の
参
考
に
す
る
こ
と
な
ら

よ
い
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
、
使

う
こ
と
に
反
対
の
意
見
と
し
て
は

「
自
分
で
書
い
て
い
な
い
と
自
分

の
力
に
な
ら
な
い
か
ら
」
や
「
Ａ

Ｉ
が
発
展
す
る
に
つ
れ
、
自
分
で

考
え
て
行
動
し
な
く
て
済
む
反

面
、
高
校
生
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
が
減
少
す
る
」
と
い
っ
た
意
見

が
あ
っ
た
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。

　

金
沢
桜
丘
高
校
は
、「
使
っ
て

も
良
い
」
が
５０
％
で
「
使
い
こ
な

す
技
術
が
必
要
に
な
る
」
な
ど
の

意
見
が
あ
り
、
逆
に
「
思
考
力
の

向
上
が
妨
げ
ら
れ
る
」「
情
報
が

古
い
場
合
や
誤
っ
て
い
る
場
合
が

あ
る
」
な
ど
が
反
対
意
見
に
挙
げ

ら
れ
た
。

　

本
校
は
「
使
っ
て
良
い
」
が
約

４３
％
で
、「
一
人
で
書
い
た
も
の

以
上
の
文
章
が
作
れ
た
り
、
あ
ま

り
知
ら
な
い
内
容
や
自
分
で
は
思

い
つ
か
な
か
っ
た
着
眼
点
に
気
づ

け
る
」「
ど
の
よ
う
な
文
章
構
成

で
書
い
て
い
け
ば
よ
い
の
か
を
学

べ
る
」
と
い
っ
た
、
生
成
系
Ａ
Ｉ

を
自
分
の
力
を
向
上
さ
せ
る
と
い

う
点
で
利
用
し
て
い
く
と
い
っ
た

利
点
を
紹
介
。
逆
に
「
使
っ
て
は

い
け
な
い
」
は
５７
％
と
過
半
数

で
、「
自
分
の
力
以
上
の
文
を
作

れ
て
し
ま
い
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
え

な
い
時
の
文
章
能
力
が
低
下
し
て

し
ま
う
」「
自
分
の
知
ら
な
い
う

ち
に
著
作
権
を
侵
害
し
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
る
」
と
い
っ
た
危
険
性

な
ど
を
指
摘
し
た
。

賛
成
は
本
校
が
最
多

賛
成
は
本
校
が
最
多

と
ら
え
方
は
各
校
で
様
々

と
ら
え
方
は
各
校
で
様
々

留
学
拡
大

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

②
「
留
学
を
コ
ロ
ナ
前
よ
り
拡

大
」
に
つ
い
て
、
石
動
高
校
で
は

「
増
え
れ
ば
良
い
」
と
い
う
意
見

が
７６
％
と
多
く
、
英
語
の
必
要
性

が
増
す
中
で
多
文
化
の
経
験
は
有

意
義
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
多
か

っ
た
こ
と
を
紹
介
。
ま
た
、
日
本

の
学
生
は
忙
し
く
費
用
も
大
き
な

負
担
に
な
る
た
め
、
負
担
が
少
な

い
留
学
機
会
も
豊
富
に
用
意
し

て
、
留
学
で
部
活
動
を
休
ん
で
も

他
の
人
と
差
が
で
き
な
い
よ
う
に

す
べ
き
だ
と
い
う
考
え
も
述
べ
た
。

　

金
沢
桜
丘
高
校
で
は
、
増
え
る

べ
き
が
８０
％
で
、
石
動
高
校
と
同

じ
よ
う
に
語
学
の
習
得
が
し
や
す

③
「
遠
隔
授
業
は
対
面
の
補
完
」

に
つ
い
て
は
、
金
沢
桜
丘
高
校
で

は
対
面
授
業
派
８０
％
、
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
派
２０
％
と
い
う
結
果
だ
っ

た
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
派
の
意

見
と
し
て
、
休
ん
で
も
授
業
を
受

け
ら
れ
る
こ
と
や
方
式
に
よ
っ
て

は
先
生
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
も
の
が
挙
げ
ら
れ
た
。

　

石
動
高
校
は
、
他
の
高
校
と
違

い
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
派
が
多
く
、

ア
メ
リ
カ
の
生
徒
に
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
し
た
際
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
の
性

能
が
上
が
っ
た
こ
と
で
追
加
の
授

業
を
受
け
ら
れ
飛
び
級
し
や
す
く

な
っ
た
た
め
、
生
徒
の
飛
び
級
へ

の
意
欲
が
上
が
る
と
言
っ
て
い

た
」
と
紹
介
し
た
。
反
対
意
見
と

し
て
は
、
意
欲
の
維
持
の
面
で
、

家
だ
と
娯
楽
な
ど
の
誘
惑
が
あ
る

く
な
る
と
い
う
意
見
も
多
か
っ
た

よ
う
だ
。
逆
に
反
対
意
見
と
し

て
、
学
校
だ
け
で
忙
し
い
こ
と
も

挙
げ
ら
れ
た
。

　

多
く
の
生
徒
が
留
学
し
て
い
る

本
校
は
、
増
え
て
ほ
し
い
と
い
う

意
見
は
約
８５
％
。「
留
学
は
自
分

の
知
ら
な
い
文
化
や
問
題
を
知

り
、
自
分
の
意
見
を
持
つ
こ
と
が

で
き
る
た
め
必
要
」「
世
界
の
言

語
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
」「
海

外
留
学
を
行
う
こ
と
で
言
語
や
文

化
の
壁
を
感
じ
る
こ
と
が
少
な
く

な
る
」
と
い
っ
た
意
見
を
紹
介

し
、
他
校
の
パ
ネ
リ
ス
ト
達
も
う

な
ず
い
て
い
た
。

　

ま
ず
、
３
つ
の
主
題
に
つ
い
て

質
問
し
た
。
①ChatGPT

な
ど

進
ん
で
い
る
Ａ
Ｉ
技
術
に
対
し

て
、
校
長
先
生
は
「
簡
単
に
言
う

と
、
人
間
の
良
き
有
能
な
秘
書
に

な
り
得
る
」
と
語
る
。
例
え
ば
Ａ

さ
ん
が
病
気
に
な
り
手
術
を
す
る

こ
と
に
な
っ
た
と
す
る
。
そ
の
手

術
の
症
例
を
人
間
の
手
で
探
す
と

時
間
が
か
か
る
が
、ChatGPT

に

尋
ね
る
と
一
瞬
で
出
て
く
る
。
欲

し
い
情
報
を
短
時
間
で
見
つ
け
教

え
て
く
れ
る
の
は
便
利
。
し
か

し
、
そ
ん
な
Ａ
Ｉ
で
も
で
き
な
い

こ
と
が
あ
る
。ChatGPT

は
事
実

の
み
の
結
果
を
出
し
、
個
性
が
な

い
。
そ
こ
に
自
分
の
個
性
を
入
れ

る
こ
と
は
人
間
に
し
か
で
き
な

い
。「
だ
か
ら
、
互
い
に
足
り
な

い
部
分
を
補
っ
て
Ａ
Ｉ
と
付
き
合

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
強
調
し
た
。

　

使
用
例
と
し
て
、「
生
徒
の
討

論
をChatGPT

を
交
え
て
行
う
。

お
互
い
に
足
り
な
い
点
を
見
つ

け
、ChatGPT

に
ツ
ッ
コ
ミ
を
入

れ
る
。
人
間
に
達
し
て
い
な
い
と

こ
ろ
、
つ
ま
り
粗
探
し
を
し
て
い

く
の
も
非
常
に
面
白
い
活
用
が
で

き
る
」
こ
と
を
挙
げ
、「
会
議
な

ど
で
話
し
た
い
こ
と
が
あ
る
時
、

ChatGPT

が
作
っ
て
く
れ
た
客
観

的
な
文
章
に
自
分
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

を
入
れ
て
発
表
す
る
こ
と
に
は
意

味
が
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
た
。

　

②
対
面
授
業
と
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
に
つ
い
て
。「
私
は
オ
ン
ラ
イ

ン
は
嫌
い
」
と
校
長
先
生
は
熱
く

語
っ
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
だ
と

授
業
に
出
よ
う
と
思
っ
て
も
モ
チ

　

③
留
学
や
海
外
研
修
の
拡
大
に

つ
い
て
。「
コ
ロ
ナ
時
は
制
限
が

多
く
残
念
だ
っ
た
が
、
復
活
し
て

き
た
現
在
は
も
っ
と
盛
ん
に
す
べ

き
だ
。
国
際
高
で
行
っ
て
い
る
多

彩
な
活
動
は
、
本
校
で
し
か
で
き

な
い
。
海
外
に
行
く
機
会
が
多
け

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
働
か
ず
緊
張
感
も

な
い
。
苦
労
し
て
学
校
に
来
て
、

授
業
を
受
け
る
こ
と
に
意
味
が
あ

る
。
そ
し
て
、
や
は
り
オ
ン
ラ
イ

ン
と
直
接
聞
く
の
と
で
は
わ
か
り

れ
ば
多
い
ほ
ど
い
い
。
日
本
で
は

わ
か
ら
な
い
こ
と
を
現
地
で
見
て

学
び
、
刺
激
を
受
け
る
の
が
い

い
。
若
け
れ
ば
若
い
ほ
ど
海
外
へ

行
く
こ
と
が
大
事
で
、
得
る
も
の

が
あ
る
」
と
全
面
的
賛
成
の
意
見

を
熱
く
語
っ
た
。

記
者
の
目

　

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
オ
ン
ラ

イ
ン
参
加
し
て
い
た
「
Ｌ
Ｘ 

Ｄ

Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｎ
」
の
Ｃ
Ｓ
Ｏ
板
垣
達

周
さ
ん
が
「
こ
れ
か
ら
も
周
り
を

巻
き
込
ん
で
こ
の
よ
う
な
機
会
を

増
や
し
て
い
っ
て
」
と
講
評
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
「
教
育
の
問
題
を

よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
た
」
な
ど

の
感
想
が
出
さ
れ
、
意
見
交
換
会

を
通
し
て
新
し
く
得
ら
れ
た
も
の

が
あ
っ
た
よ
う
だ
。�【
土
田
夏
帆
】

が
学
校
だ
と
な
い
か
ら
保
ち
や
す

い
な
ど
、
実
際
に
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
を
体
験
し
た
生
徒
な
ら
で
は
の

意
見
も
挙
げ
ら
れ
た
。

　

本
校
の
結
果
と
し
て
は
、
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
派
が
４７
％
で
「
学
校

に
苦
手
意
識
が
あ
っ
て
登
校
で
き

な
い
生
徒
に
も
有
用
」「
外
部
の

先
生
や
海
外
と
つ
な
い
で
授
業
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
生
徒

の
学
ぶ
幅
が
広
が
る
」「
外
国
語

を
学
ぶ
き
っ
か
け
に
な
っ
た
り
、

英
語
な
ど
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と

の
で
き
る
よ
う
な
授
業
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

新
た
な
一
つ
の
学
び
方
に
な
る
」

「
ど
こ
で
も
好
き
な
場
所
で
授
業

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い

う
意
見
を
紹
介
し
た
。

学
校
で
学
ぶ
意
義
、い
か
に
学
習
す
る
か

 

自
ら
考
え
よ
う

まとめ
　

Ｇ
７
教
育
相
会
合
の
テ
ー
マ
の

一
つ
は
「
コ
ロ
ナ
後
の
教
育
」。

こ
れ
は
滅
多
に
な
い
絶
好
の
機
会

と
と
ら
え
た
新
聞
部
は
、
Ｇ
７
会

合
そ
の
も
の
の
取
材
や
そ
の
後
の

３
校
意
見
交
換
会
に
参
加
さ
せ
て

も
ら
っ
た
り
、
本
校
そ
し
て
部
員

達
の
母
校
の
小
中
学
校
や
大
学
の

変
化
を
取
材
し
た
り
な
ど
、
私
達

高
校
新
聞
部
員
が
で
き
る
こ
と
を

全
力
で
考
え
探
っ
て
き
た
。

　

Ｇ
７
教
育
相
会
合
が
富
山
で
行

わ
れ
る
こ
と
が
決
ま
る
と
、
県
内

で
も
大
き
な
動
き
が
多
く
あ
っ

た
。
期
間
中
ま
で
ラ
ッ
ピ
ン
グ
電

車
が
走
行
し
た
り
、
小
中
学
校
で

Ｇ
７
に
関
連
し
た
給
食
が
振
る
舞

わ
れ
た
り
。
ラ
ッ
ピ
ン
グ
電
車
に

は
地
元
大
学
生
が
デ
ザ
イ
ン
し
た

イ
ラ
ス
ト
が
大
き
く
彩
ら
れ
、
会

合
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。
会
合
本
番
が
近

づ
く
に
つ
れ
、
本
校
で
も
ア
ン
ケ

ー
ト
を
行
っ
た
が
、
こ
の
会
合
の

こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
は
多
く
い

た
。
中
に
は
、
新
聞
部
の
活
動
で

知
っ
て
く
れ
た
生
徒
も
い
て
、
や

り
が
い
を
感
じ
た
。
会
合
の
取
材

で
は
、
Ｇ
７
各
国
の
教
育
担
当
大

臣
が
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
教
育
に

つ
い
て
議
論
を
交
わ
す
姿
を
間
近

に
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
大
臣
ら

は
コ
ロ
ナ
禍
で
急
激
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
を
整
え
な
け
れ
ば
な
か
っ
た
こ

と
が
大
変
だ
っ
た
と
話
し
て
い
た

こ
と
が
印
象
に
残
っ
た
。
採
択
さ

れ
た
富
山
・
金
沢
宣
言
で
は
、
コ

ロ
ナ
禍
を
契
機
に
明
ら
か
に
な
っ

た
学
校
の
役
割
が
今
後
も
継
続
し

て
効
果
を
発
揮
し
、
多
様
で
包
摂

的
な
社
会
の
基
盤
形
成
に
向
け
て

取
り
組
む
こ
と
、
自
然
体
験
・
文

化
芸
術
体
験
活
動
の
機
会
を
充
実

す
る
こ
と
で
子
ど
も
の
社
会
情
動

的
ス
キ
ル
向
上
を
図
る
こ
と
、
そ

し
て
、
対
面
に
よ
る
教
育
に
加

え
、
リ
ア
ル
と
デ
ジ
タ
ル
を
融
合

し
た
教
育
の
促
進
に
向
け
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
の
整
備
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
教
師
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ル
の
向

上
に
取
り
組
み
情
報
活
用
教
育
を

充
実
さ
せ
る
と
い
っ
た
、
コ
ロ
ナ

禍
を
経
た
学
校
の
役
割
の
発
揮
と

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
明

記
さ
れ
た
。

　

国
際
高
で
は
コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ

て
も
、
既
に
全
校
生
徒
が
ｉ
Ｐ
ａ

ｄ
を
所
持
し
て
い
た
た
め
、
他
校

よ
り
も
素
早
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
の
メ
リ
ッ
ト
を
享

受
で
き
た
。
こ
の
こ
と
が
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
に
も
表
れ
、「
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
の
方
が
良
い
」
と
答
え

た
生
徒
は
他
校
と
比
べ
て
多
く
い

た
。
こ
れ
に
対
し
、
仲
井
校
長
先

生
は
新
聞
部
の
取
材
に
「
対
面
授

業
の
方
が
集
中
で
き
る
」
と
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
に
は
代
え
ら
れ
な
い

様
々
な
メ
リ
ッ
ト
を
強
調
し
、
こ

れ
ら
に
つ
い
て
は
こ
と
ご
と
く
納

得
の
い
く
も
の
だ
っ
た
。
コ
ロ
ナ

禍
が
３
年
近
く
続
い
て
し
ま
い
、

「
オ
ン
ラ
イ
ン
の
方
が
楽
」
な
ど

と
い
う
意
見
も
あ
る
。
し
か
し
、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
今
、
自
分
の

記
憶
や
心
に
残
る
方
は
ど
ち
ら
か

と
言
わ
れ
れ
ば
、
や
は
り
対
面
の

メ
リ
ッ
ト
の
方
が
大
き
い
と
再
確

認
し
た
。

　

こ
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
中
学

生
な
ら
で
は
の
意
見
が
飛
び
交
う

中
、
高
校
生
と
し
て
の
意
見
も
持

つ
べ
き
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え

た
新
聞
部
で
は
、
高
校
生
視
点
で

富
山
・
金
沢
宣
言
の
内
容
に
つ
い

て
検
討
し
た
。
留
学
や
海
外
研
修

を
ど
の
よ
う
に
広
げ
て
い
く
べ
き

か
を
考
え
た
際
、
本
校
の
海
外
と

の
連
携
力
や
、
多
文
化
や
多
言
語

の
環
境
に
つ
い
て
も
改
め
て
再
認

識
で
き
た
。

　

日
常
生
活
で
マ
ス
ク
を
外
し
た

り
、
友
達
と
対
面
で
話
し
た
り
食

事
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
前
は

普
通
だ
っ
た
こ
と
を
、
今
で
は
あ

り
が
た
く
感
じ
る
こ
と
が
多
い
。

教
育
と
い
う
面
で
考
え
て
み
て

も
、
た
く
さ
ん
の
変
化
が
あ
っ

た
。
こ
の
期
間
、
オ
ン
ラ
イ
ン
や

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
環
境
が
も
の
す
ご
く
進

歩
し
た
の
も
事
実
だ
。
私
達
自
身

が
自
ら
考
え
、
こ
れ
か
ら
の
学
び

や
生
活
を
よ
り
充
実
し
た
も
の
に

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
特
集
を
き
っ
か
け
に
、
普
段

あ
ま
り
考
え
る
こ
と
が
な
か
っ

た
、
学
校
で
学
ぶ
意
義
、
学
習
の

動
機
づ
け
や
、
何
に
向
か
っ
て
ど

の
よ
う
な
学
習
を
し
て
い
く
の

か
、
と
い
う
こ
と
に
目
を
向
け
、

努
力
し
続
け
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
。�

【
金
岡
拓
海
】

様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ

た
。
会
合
中
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
お

も
て
な
し
に
は
県
内
の
子
ど
も
達

が
た
く
さ
ん
関
わ
り
、
本
校
新
聞

部
も
３
月
に
こ
の
会
合
を
Ｐ
Ｒ
す

る
ラ
ッ
ピ
ン
グ
電
車
の
取
材
か
ら

参
加
し
た
。

０
０
年
後
の
明
る
い
未
来
の
た
め

に
バ
ト
ン
を
つ
な
い
で
い
き
ま

す
」
と
い
っ
た
内
容
で
、
そ
の

後
、
各
国
の
大
臣
ら
１０
人
か
ら

「
公
務
員
に
な
り
た
い
か
」
や
将

来
の
夢
な
ど
を
質
問
さ
れ
、
１０
人

の
中
学
生
が
日
本
語
で
丁
寧
に
応

じ
た
。「
未
来
の
教
育
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
」
と
イ
ギ
リ
ス
の
代
表

が
聞
い
た
の
に
対
し
、
女
子
生
徒

は
「
個
人
に
合
わ
せ
た
教
育
が
さ

れ
た
ら
い
い
と
思
う
」
と
し
っ
か

り
答
え
て
い
た
。

と
の
文
言
を
盛
り
込
ん
だ
富
山
・

金
沢
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
。
Ｇ
７

各
国
間
で
自
由
・
平
和
、
法
の
支

配
と
民
主
主
義
の
価
値
観
を
共
有

し
つ
つ
、
以
下
の
基
本
的
考
え
方

に
基
づ
い
て
、
各
国
で
教
育
政
策

を
進
め
て
い
く
こ
と
で
合
意
さ
れ

た
。

・「
民
主
主
義
や
自
由
、
法
の
支

配
や
平
和
の
礎
」
と
し
て
の
教

育
の
普
遍
的
価
値
を
改
め
て
共

有
し
つ
つ
、
持
続
可
能
な
社
会

の
創
り
手
を
育
む
。

・
コ
ロ
ナ
禍
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
咯

で
停
滞
し
た
国
際
的
な
人
的
交

流
の
促
進
に
向
け
て
協
働
し
て

取
り
組
む
。

・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
も
含
め
危
機
的
な

状
況
に
あ
る
子
供
（
特
に
女

子
）
や
学
生
が
質
の
高
い
教
育

に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
取
り

組
む
。

・
生
成
Ａ
Ｉ
を
含
め
た
近
年
の
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
急
速
な
発
達
が

教
育
に
与
え
る
正
負
の
影
響
を

認
識
す
る
。

　

ま
た
、
Ｇ
７
が
目
指
す
取
り
組

み
の
方
向
性
と
し
て
、
①
コ
ロ
ナ

禍
を
経
た
学
校
の
役
割
の
発
揮
と

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
、
②
全
て
の
子

ど
も
達
の
可
能
性
を
引
き
出
す
教

育
の
実
現
、
③
社
会
課
題
の
解
決

と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
結
び
付
け

て
成
長
を
生
み
出
す
人
材
の
育

成
、　

④
国
際
社
会
の
連
携
に
向

け
、
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
た

記
者

の
目

　

中
学
生
が
こ
れ
か

ら
の
教
育
に
つ
い
て

し
っ
か
り
考
え
て
い

る
の
な
ら
ば
、
高
校

生
で
あ
る
私
た
ち
も

高
校
生
と
い
う
視
点

か
ら
、
こ
れ
か
ら
の

教
育
に
つ
い
て
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
た
。

　

富
山
県
で
Ｇ
７
教

育
相
会
合
が
行
わ
れ

る
こ
と
で
、
私
た
ち

高
校
生
が
学
ぶ
立
場

か
ら
、
こ
れ
か
ら
の

教
育
に
つ
い
て
考
え

る
良
い
機
会
と
な
っ

た
。
よ
り
深
い
学
び

が
で
き
る
よ
う
、
自

分
自
身
の
意
見
を
持

っ
て
い
き
た
い
。

【
金
岡
拓
海
】

め
の
国
際
教
育
交
流

の
推
進
、
の
４
つ
が

挙
げ
ら
れ
た
。

な
し
と
な
っ
た
。

　

６
月
の
体
育
大

会
は
、
今
年
か
ら

通
常
通
り
の
規
模

に
戻
す
こ
と
が
決

定
さ
れ
た
。
競
技

数
も
増
え
、
応
援

紹
介
に
は
団
リ
ー

ダ
ー
だ
け
で
な
く

全
生
徒
が
フ
ィ
ー

ル
ド
内
で
参
加
す

る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
の
た
め
応

援
練
習
の
時
間
も

設
定
さ
れ
、
コ
ロ

ナ
時
と
比
べ
る
と

団
の
一
体
感
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

秋
の
文
化
活
動

発
表
会
は
、
コ
ロ

ナ
禍
が
蔓
延
し
た

３
年
前
は
ク
ラ
ス

展
示
を
行
う
こ
と

が
で
き
ず
、
各
文

化
部
と
生
徒
有
志

Ａ
Ｉ
は
人
間
の
有
能
な
秘
書
に

Ａ
Ｉ
は
人
間
の
有
能
な
秘
書
に

対
面
授
業

対
面
授
業  

は
る
か
に
メ
リ
ッ
ト
大
き
い

は
る
か
に
メ
リ
ッ
ト
大
き
い

海
外
研
修
拡
大

海
外
研
修
拡
大  
全
面
的
に
賛
成

全
面
的
に
賛
成

　

国
際
高
の
教
育
の
未
来
像
に
つ

い
て
は
、「
今
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関

連
づ
け
て
全
て
の
学
習
に
意
義
づ

け
を
し
て
い
る
」
と
語
り
、「
全

て
の
こ
と
を
学
ぶ
き
っ
か
け
に
な

り
得
る
の
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
、
こ
れ

を
意
識
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全

て
の
こ
と
が
自
分
に
関
係
す
る
と

思
っ
て
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
り
、
自

分
で
考
え
て
し
っ
か
り
と
し
た
人

間
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
事

な
の
は
普
段
か
ら
考
え
る
癖
を
つ

け
る
こ
と
だ
」
と
話
し
た
。

　

そ
し
て
、「
大
事
に
し
て
ほ
し

い
『
３
つ
の
探
究
』
が
あ
る
。
①

自
分
で
い
つ
も
考
え
て
探
究
す
る

こ
と
、
②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
を

通
し
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
体
験

し
て
自
分
の
潜
在
能
力
、
適
性
能

力
の
探
究
を
す
る
こ
と
、
③
多
様

性
を
受
け
入
れ
て
バ
ラ
ン
ス
あ
る

思
考
力
を
身
に
つ
け
る
探
究
を
す

る
こ
と
。
こ
の
３
つ
を
是
非
、
身

に
付
け
て
ほ
し
い
。
普
段
の
授
業

か
ら
、
学
習
の
動
機
づ
け
を
世
の

中
の
全
て
に
絡
め
、
自
律
的
に
学

ん
で
く
れ
る
よ
う
な
授
業
を
展
開

し
て
い
き
た
い
」
と
強
調
し
た
。

学
習
を
動
機
づ
け
自
律
的
に
学
べ

学
習
を
動
機
づ
け
自
律
的
に
学
べ

Ｑ ２
オンライン授業や、メタバー
ス内でアバターを使って学校
生活などと、対面の授業では
どちらの方が良いと思います
か。

Ｑ ３
あなたは学校独自の海外派遣
事業などを再開あるいはもっ
と拡大させるべきだと考えま
すか。

Ｑ ４
あなたは「ChatGPT（チャ
ットGPT）」などの生成系Ａ
Ｉを課題に利用することは容
認すべきだと思いますか。

　

こ
の
意
見
交
換
会
に
は
、
本
校
と
石
動
高
校
、
金
沢

桜
丘
高
校
の
新
聞
部
各
２
人
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参

加
。
共
同
宣
言
の
「
生
成
系
Ａ
Ｉ
の
好
機
と
課
題
」

「
留
学
を
コ
ロ
ナ
前
よ
り
拡
大
」「
遠
隔
授
業
は
対
面

の
補
完
」
の
三
つ
に
関
し
て
、
各
校
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
基
に
議
論
し
た
。

　

最
初
に
、
全
般
的
な
結
果
と
し
て
「
教
育
相
会
合
を

知
っ
て
い
る
人
は
、
会
合
を
実
施
し
て
か
ら
増
え
た
」

「
ど
ん
な
授
業
が
い
い
か
と
い
う
の
は
各
校
で
大
き
く

差
が
出
た
」「
対
面
授
業
の
希
望
は
、
桜
丘
、
国
際
、

石
動
と
い
う
順
で
多
か
っ
た
」
な
ど
、
様
々
な
デ
ー
タ

分
析
が
紹
介
さ
れ
た
。
そ
の
後
は
、
三
つ
の
主
題
に
つ

い
て
協
議
・
意
見
交
換
し
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
学
校
で

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
学
校
ご
と
の
取
り
組
み
の
経
験

を
も
と
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

　富山、石川両県で ５月にあった先進 ７カ国（Ｇ
７）教育相会合を取材した ３校の新聞部が小矢部市
の石動高校に集まり、 ６月１１日、「コロナ後の教育」
をテーマに意見交換会が行われた。教育を受ける立
場の高校生が、会合で採択された共同宣言を「自分
事」として考え、意見を言い合った。

コロナ後の教育「自分事に」
３ 校新聞部 意見交換会

熱く語る仲井校長先生

や
す
さ
が
全
く
違
う
。
対
面
で
は

生
徒
ど
う
し
で
答
え
を
確
認
し
合

う
こ
と
や
、
先
生
が
生
徒
の
表
情

を
見
て
授
業
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
議
論
を
深
め
る
時
や
ペ
ア
ワ

ー
ク
も
、
対
面
だ
か
ら
こ
そ
で
き

る
こ
と
。
直
接
話
す
こ
と
で
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら

授
業
し
た
方
が
楽
し
く
、
得
ら
れ

る
も
の
は
は
る
か
に
大
き
い
。
オ

ン
ラ
イ
ン
だ
と
聞
き
づ
ら
く
話
す

タ
イ
ミ
ン
グ
を
つ
か
む
の
も
難
し

い
か
ら
、
対
面
に
越
し
た
こ
と
は

な
い
。

　

し
か
し
、
遠
方
に
い
る
時
や
緊

急
時
な
ど
、
伝
達
の
た
め
に
一
方

的
に
意
見
を
述
べ
る
の
は
オ
ン
ラ

イ
ン
で
も
い
い
。「
コ
ロ
ナ
禍

で
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
メ
リ
ッ
ト
を

感
じ
た
り
、
会
議
な
ど
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
済
ま
せ
る
こ
と
も
で
き
る

と
気
付
い
た
り
し
た
が
、
そ
の
部

分
は
オ
ン
ラ
イ
ン
の
い
い
と
こ

ろ
」
だ
と
語
っ
た
。

　【特集 １】【特集 １】　
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特集 ２

学
校
の
避
難
訓
練
は
真
面
目
に

学
校
の
避
難
訓
練
は
真
面
目
に

呉
羽
山
断
層
帯
地
震
で

呉
羽
山
断
層
帯
地
震
で

国
際
高
は
震
度

国
際
高
は
震
度
６６
強
か
ら

強
か
ら
７７

「
減
災
」に
は
自
助
と
共
助

「
減
災
」に
は
自
助
と
共
助  

重
要
重
要

気
を
引
き
締
め　
　
　

気
を
引
き
締
め　
　
　

　
　
　
　
避
難
訓
練
を

　
　
　
　
避
難
訓
練
を

ブ
レ
ー
カ
ー
落
と
し
地
震
火
災
防
ご
う

ブ
レ
ー
カ
ー
落
と
し
地
震
火
災
防
ご
う

学
校
で
も
最
低
限
の
準
備
を

学
校
で
も
最
低
限
の
準
備
を

初
夏
か
ら
秋
、冬
が
二
次
災
害
増

初
夏
か
ら
秋
、冬
が
二
次
災
害
増

県
防
災
士
会

県
防
災
士
会  

上
田
さ
ん
に
き
く

上
田
さ
ん
に
き
く

富
山
地
方
気
象
台
　
　
　
　
　
　

富
山
地
方
気
象
台
　
　
　
　
　
　

岡岡  

地
震
津
波
防
災
官
に
き
く

地
震
津
波
防
災
官
に
き
く

　

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
地
震
に
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
備
え
を
す
る
べ
き
な
の
か
。

新
聞
部
は
、
Ｎ
Ｐ
О
法
人　

富
山
県
防
災
士
会
事
務
局
長
の
上
田
司
穂
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

　

日
本
が
世
界
に
占
め
る
国
土
面
積
は
０
・
２５
％
な
の
に
対
し

て
、
世
界
で
起
こ
っ
て
い
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
以
上
の
地
震
の

う
ち
の
約
１８
・
５
％
は
日
本
で
起
こ
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
地
震
大

国
に
住
む
私
た
ち
だ
か
ら
こ
そ
、
地
震
に
つ
い
て
知
る
べ
き
だ
と

考
え
た
新
聞
部
は
、
富
山
地
方
気
象
台
を
訪
ね
て
地
震
津
波
防
災

官
の
岡
慶
幸
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

富
山
で
も
地
震
エ
ネ
ル
ギ
ー

溜
め
込
ま
れ
て
い
る

富
山
に
も
潜
む
地
震
リ
ス
ク

国際生
アンケート

危機意識あるが
家庭で地震対策１７％

「富山は地震が起こりにくい？」➡「これからはわからない」
その噂は大地震の記憶風化か

　地震に対する国際生
の危機感と関心につい
て調査するため、新聞
部は ５月、全校生徒を
対象にアンケート調査
を実施した。有効回答
数は６２２人。

「
自
助
」の
努
力
で
減
災
を

抜
き
打
ち
避
難
訓
練
と
飲
料
水
備
蓄
を
提
案

まとめ
　

地
震
調
査
推
進
研
究
本
部
の
最

新
デ
ー
タ
で
は
、
３０
年
で
３
％
以

上
の
確
率
で
国
際
高
付
近
の
呉
羽

山
・
砺
波
平
野
断
層
帯
で
地
震
が

発
生
す
る
と
予
測
さ
れ
て
お
り
、

発
生
時
に
本
校
が
二
次
災
害
に
遭

う
可
能
性
が
高
い
。
二
次
災
害

は
、
停
電
、
断
水
、
公
共
交
通
機

関
停
止
に
よ
る
被
害
、
長
期
避
難

所
生
活
に
よ
る
健
康
不
良
な
ど
が

問
題
と
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

は
日
頃
の
対
策
で
「
減
災
」
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

国
際
高
で
行
わ
れ
て
い
る
取
り

組
み
と
し
て
、
耐
震
構
造
の
堅
固

な
校
舎
、
定
期
的
な
避
難
訓
練
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
だ
け

で
十
分
な
対
策
と
は
言
い
難
い
。

そ
こ
で
新
聞
部
は
、
避
難
訓
練
の

さ
ら
な
る
強
化
と
、
飲
料
水
の
備

蓄
を
提
案
す
る
。

　

い
ま
、
本
校
で
行
わ
れ
て
い
る

避
難
訓
練
は
年
２
回
。
ど
ち
ら
も

火
災
を
想
定
し
た
訓
練
だ
。
避
難

訓
練
の
実
施
回
数
は
法
律
で
定
め

ら
れ
た
基
準
に
達
し
て
い
る
が
、

訓
練
内
容
に
改
善
す
べ
き
点
が
あ

る
。
そ
れ
は
、
全
生
徒
が
自
分
の

教
室
に
い
る
前
提
と
し
て
訓
練
が

行
わ
れ
て
い
る
点
、
訓
練
の
実
施

日
時
が
事
前
に
知
ら
さ
れ
て
い
る

点
だ
。
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
予

想
で
き
な
い
。
生
徒
が
バ
ラ
バ
ラ

に
過
ご
し
て
い
る
昼
休
み
や
、
移

動
教
室
の
際
に
も
十
分
に
起
こ
り

得
る
。
呉
羽
消
防
署
の
石
倉
さ
ん

の
指
摘
で
も
あ
っ
た
通
り
、
生
徒

一
人
一
人
が
非
常
放
送
を
し
っ
か

り
聞
い
て
避
難
経
路
を
確
認
し
、

避
難
で
き
る
よ
う
に
抜
き
打
ち
で

の
避
難
訓
練
も
行
う
べ
き
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
国
際
高
で
は
地
下
に
あ

る
貯
水
槽
で
水
の
貯
蔵
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら
の
夏
は
熱

中
症
や
脱
水
症
の
危
険
が
あ
り
、

二
次
災
害
で
水
道
が
止
ま
る
こ
と

を
想
定
し
て
よ
り
多
く
の
飲
料
水

を
備
蓄
す
る
必
要
が
あ
る
。
３
次

避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
隣
の

富
山
短
大
に
備
蓄
さ
れ
て
い
る
飲

料
水
だ
け
で
は
、
到
底
足
り
な
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、
防
災
対
策
は
学
校

だ
け
で
な
く
、
家
庭
内
で
も
必
須

だ
。
平
日
、
１
日
の
う
ち
の
１６
時

間
ほ
ど
を
自
宅
で
過
ご
す
私
た
ち

は
、
家
庭
内
で
の
対
策
が
欠
か
せ

な
い
。
家
庭
内
で
や
る
べ
き
こ
と

は
最
低
限
、
２
つ
あ
る
。

　

１
つ
目
は
、
非
常
用
持
ち
出
し

袋
の
準
備
だ
。
災
害
時
、
避
難
所

で
の
食
料
配
給
が
開
始
す
る
ま
で

の
日
数
は
最
速
で
も
１
週
間
と
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、
家

族
の
人
数
分
×
７
日
分
の
食
料
、

飲
料
水
を
入
れ
た
非
常
用
持
ち
出

し
袋
の
用
意
が
必
要
だ
。
そ
し

て
、
玄
関
な
ど
避
難
の
際
に
確
実

に
通
る
場
所
に
置
く
こ
と
が
推
奨

さ
れ
る
。

　

２
つ
目
は
、
家
具
の
配
置
の
工

夫
や
固
定
だ
。
地
震
は
縦
揺
れ
だ

け
で
は
な
い
。
家
具
を
配
置
す
る

際
に
気
を
つ
け
る
こ
と
は
、
寝
床

の
頭
上
に
大
型
の
家
具
を
配
置
し

な
い
こ
と
だ
け
と
思
っ
て
い
る
人

が
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
実
際

不
十
分
。
地
震
の
揺
れ
は
多
方
面

に
渡
る
た
め
、
頭
上
に
大
型
家
具

を
置
か
な
い
こ
と
以
外
に
、
大
型

家
具
と
寝
床
の
間
に
家
具
の
直
径

分
の
間
隔
の
確
保
が
必
要
に
な

る
。
ま
た
、
根
本
的
に
家
具
が
倒

れ
な
い
よ
う
に
、
突
っ
張
り
棒
な

ど
で
固
定
す
る
こ
と
も
二
次
災
害

を
防
ぐ
こ
と
に
有
効
だ
。

　

自
然
災
害
は
、
予
期
し
て
防
ぐ

こ
と
は
ほ
ぼ
不
可
能
だ
。
し
か

し
、
災
害
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
な

く
て
も
努
力
次
第
で
「
減
災
」
を

す
る
こ
と
は
で
き
る
。
私
た
ち
が

す
る
べ
き
こ
と
は
、
日
頃
か
ら
の

備
え
に
よ
っ
て
自
分
自
身
の
身
を

守
る
「
自
助
」
の
行
動
だ
。
新
聞

部
が
行
っ
た
生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
の
通
り
、
８
割
以
上
の
生
徒

が
こ
れ
と
い
っ
た
防
災
対
策
を
行

わ
ず
、
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る
対

策
も
知
ら
な
い
、
と
い
う
の
が
国

際
高
の
現
状
だ
。
私
た
ち
は
も
っ

と
自
分
事
と
し
て
、
い
つ
来
る
か

わ
か
ら
な
い
地
震
に
備
え
る
必
要

が
あ
る
。�

【
柳
澤
和
音
実
】

Ｑ
１
．
家
庭
で
地
震
対
策
を
行
っ

て
い
ま
す
か
？

　

「
は
い
」
が
１７
％
、「
い
い
え
」

が
８３
％
。
大
半
が
家
庭
で
地
震
対

策
を
し
て
お
ら
ず
、
家
庭
で
の
地

震
対
策
に
関
心
が
な
い
生
徒
が
多

い
よ
う
だ
。
こ
れ
を
機
に
、
地
震

対
策
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
も

ら
い
た
い
。

Ｑ
２
．（
Ｑ
１
で
は
い
と
答
え
た

人
に
）
ど
ん
な
地
震
対
策
を
し
て

い
ま
す
か
？

　

「
防
災
グ
ッ
ズ
の
用
意
」、「
非

常
食
、
食
料
の
備
蓄
」、「
避
難
場

所
、
経
路
の
確
認
」、「
家
具
の
固

定
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。
一
部

の
生
徒
の
家
庭
で
こ
の
よ
う
な
対

策
を
と
っ
て
い
る
の
は
良
い
傾
向

だ
が
、
大
半
の
生
徒
の
家
庭
は
こ

れ
ら
の
対
策
を
何
も
し
て
い
な
い

と
い
う
現
実
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。

Ｑ
３
．
国
際
高
で
行
わ
れ
て
い
る

地
震
対
策
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

「
は
い
」
が
８
％
、「
い
い
え
」

が
９２
％
。
生
徒
の
ほ
と
ん
ど
が
本

校
の
地
震
対
策
を
知
ら
な
い
と
い

う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
地
震
が
起

き
た
時
に
有
効
な
対
処
を
す
る
た

め
に
、
再
度
、
本
校
の
対
策
を
確

認
す
る
必
要
が
あ
る
。

Ｑ
４
．（
Ｑ
３
で
は
い
と
答
え
た

人
に
）
国
際
高
で
行
わ
れ
て
い
る

地
震
対
策
で
思
い
つ
く
も
の
を
挙

げ
て
く
だ
さ
い

　

「
避
難
訓
練
」、「
避
難
経
路
の

掲
示
」、「
机
の
下
に
隠
れ
る
」、

「
耐
震
校
舎
」、「
階
段
が
二
つ
」、

「
お
は
し
も
（
押
さ
な
い
・
走
ら

な
い
・
し
ゃ
べ
ら
な
い
・
戻
ら
な

い
）」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
が
、

こ
の
よ
う
な
対
策
が
多
く
の
生
徒

に
ほ
と
ん
ど
認
知
さ
れ
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

Ｑ
５
．
学
校
の
避
難
訓
練
に
は
真

面
目
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
か
？

　

「
は
い
」
が
９５
％
、「
い
い
え
」

が
５
％
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。

こ
の
結
果
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
生

徒
が
避
難
訓
練
に
真
面
目
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
一
方
で
、
一
部
の
生
徒
か

ら
は
「
避
難
訓
練
に
真
剣
さ
が
足

り
な
い
」、「
今
の
訓
練
で
は
意
義

が
感
じ
ら
れ
な
い
」
と
い
っ
た
声

も
上
が
っ
て
い
た
。

Ｑ
６
．
地
域
の
避
難
訓
練
に
参
加

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　

「
は
い
」
が
２４
％
、「
い
い
え
」

が
７３
％
だ
っ
た
。
地
域
の
避
難
訓

練
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
生
徒

は
少
な
い
。
こ
の
結
果
は
、
学
年

に
よ
る
差
も
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

Ｑ
７
．
家
で
地
震
が
起
こ
っ
た
際

の
避
難
場
所
は
把
握
し
て
い
ま
す

か
？

　

「
は
い
」
が
７０
％
、「
い
い
え
」

が
３０
％
。
生
徒
の
７
割
が
避
難
場

所
を
把
握
し
て
い
る
が
、
残
り
の

３
割
は
把
握
し
て
い
な
い
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
家
族
と
話
し
合
っ
た

り
し
て
、
避
難
場
所
を
把
握
し
て

お
く
こ
と
が
大
切
だ
。

Ｑ
８
．
正
直
な
と
こ
ろ
、
自
分
が

生
き
て
い
る
間
に
大
き
な
地
震
を

経
験
す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
か
？

　

「
は
い
」
が
２２
％
、「
い
い
え
」

が
７８
％
と
、
約
８
割
の
生
徒
が
自

分
が
生
き
て
い
る
間
に
、
大
き
な

地
震
を
経
験
す
る
可
能
性
が
あ
る

か
も
知
れ
な
い
と
考
え
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
家
庭
で
地

震
対
策
を
し
て
い
る
割
合
が
非
常

に
低
い
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
現
実
の

可
能
性
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
な

い
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

【
村
野
天
飛
】

いいえ
83%

はい
17%

いいえ 5%

はい
95%

いいえ
78%

はい
22%

防災➡「減災」に留意しよう

校
舎
は
震
度
６
強
ま
で
Ｏ
Ｋ

国
際
高
の
地
震
対
策

　

ま
ず
、
富
山
で
地
震
が
起
き
た

時
、
国
際
高
近
辺
で
は
ど
の
よ
う

な
被
害
が
想
定
さ
れ
る
の
か
を
聞

い
た
。
富
山
市
近
辺
で
は
、
呉
羽

山
断
層
帯
が
地
震
を
起
こ
す
と
大

き
な
揺
れ
に
見
舞
わ
れ
る
可
能
性

が
高
く
、
国
際
高
の
近
辺
で
は
震

度
６
強
か
ら
７
の
非
常
に
大
き
な

揺
れ
が
想
定
さ
れ
る
と
い
う
。
富

山
県
は
全
国
一
、
大
き
な
揺
れ
の

少
な
い
県
と
言
わ
れ
る
が
、「
こ

　

次
に
、
県
全
体
と
し
て
行
わ
れ

て
い
る
防
災
対
策
に
つ
い
て
聞
い

た
。
自
然
災
害
が
起
こ
る
こ
と
は

防
げ
な
い
た
め
、
私
た
ち
一
人
一

人
が
「
減
災
」
に
留
意
す
る
必
要

が
あ
る
。
理
想
的
な
防
災
社
会
の

実
現
に
は
、「
自
助
」
＝
自
分
と

家
族
は
自
分
が
守
る
、「
共
助
」

＝
自
分
た
ち
の
町
は
自
分
た
ち
で

守
る
、「
公
助
」
＝
行
政
に
よ
る

減
災
活
動
と
復
興
活
動
、
こ
れ
ら

の
３
つ
が
う
ま
く
噛
み
合
う
こ
と

が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
行
政
の
仕
組
み
は
作
ら
れ
て

い
る
が
、
ま
だ
住
民
の
理
解
が
追

い
つ
い
て
い
な
い
の
が
現
状
だ
と

い
う
。
富
山
県
防
災
士
会
で
は
、

こ
の
う
ち
の
自
助
と
共
助
の
重
要

性
を
訴
え
る
た
め
、
様
々
な
町
内

で
防
災
講
座
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
そ
う
だ
。
ま
た
、
居
住
地
区
の

防
災
力
を
高
め
る
た
め
、「
地
区

　

地
震
が
発
生
し
た
時
に
す
る
べ

き
行
動
に
つ
い
て
聞
い
た
。
揺
れ

を
感
じ
た
ら
、
頭
部
を
守
る
こ
と

が
一
番
大
切
だ
。
海
側
に
住
ん
で

い
る
人
は
津
波
の
心
配
を
す
る
こ

と
も
必
要
に
な
る
。
家
の
中
で
は

台
所
か
ら
離
れ
る
、
落
下
の
危
険

が
あ
る
も
の
か
ら
離
れ
る
、
出
口

の
確
保
を
す
る
こ
と
も
命
を
守
る

た
め
に
大
切
だ
。
そ
し
て
、
地
震

の
揺
れ
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
は

日
頃
の
対
策
が
重
要
に
な
る
。
特

に
寝
て
い
る
時
は
無
防
備
に
な
る

れ
は
全
く
の
安
心
材
料
で
は
な

く
、
む
し
ろ
着
々
と
地
震
を
起
こ

す
準
備
が
で
き
て
い
る
（
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
溜
め
込
ん
で
い
る
）
と
捉

え
る
べ
き
だ
」
と
上
田
さ
ん
は
危

機
感
を
示
し
た
。

　

地
震
に
よ
る
二
次
被
害
は
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
。
地
震

に
よ
る
直
接
被
害
は
、
建
物
倒

壊
、
道
路
損
壊
、
山
崩
れ
や
堤
防

決
壊
な
ど
の
物
的
被
害
が
想
定
さ

防
災
計
画
」
の
策
定
を
支
援
し
て

い
る
。「
地
区
防
災
計
画
」
と

は
、
地
域
住
民
ら
が
自
発
的
に
つ

く
る
防
災
活
動
に
関
す
る
計
画
だ

が
、
現
在
、
富
山
市
内
で
１０
校
区

た
め
、
周
り
に
危
険
な
も
の
を
置

か
な
い
な
ど
の
対
策
が
必
要
だ
。

他
に
も
、
非
常
持
出
し
品
の
準
備

や
、
家
族
と
安
否
確
認
方
法
を
決

め
て
お
く
な
ど
、
日
頃
か
ら
対
策

で
き
る
こ
と
は
多
い
。

　

特
に
学
校
で
地
震
が
起
き
た
場

合
に
は
、
自
分
勝
手
な
行
動
は
慎

み
、
先
生
の
指
示
に
従
う
こ
と
が

大
切
だ
。
ま
た
、
生
徒
と
先
生
が

学
校
に
泊
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
場

合
を
想
定
し
、
水
、
食
料
、
充
電

器
、
生
理
用
品
な
ど
、
自
分
た
ち

れ
る
。
一
方
、
二
次
被
害
は
、
停

電
、
断
水
、
公
共
交
通
機
関
停
止

に
よ
る
被
害
、
長
期
避
難
所
生
活

に
よ
る
健
康
不
良
な
ど
が
問
題
と

な
る
。
私
た
ち
の
日
常
生
活
で

は
、
電
気
、
水
、
火
は
当
た
り
前

に
あ
る
も
の
だ
が
、
こ
れ
ら
が
使

え
な
く
な
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

心
身
に
異
常
を
き
た
す
こ
と
も
想

像
で
き
る
だ
ろ
う
。

ほ
ど
し
か
提
出
さ
れ
て
い
な
い
と

い
う
。
普
段
か
ら
の
一
人
ひ
と
り

の
減
災
に
対
す
る
意
識
が
、
い
ざ

と
い
う
時
の
安
心
材
料
に
な
る
だ

ろ
う
。

で
最
低
限
の
準
備
を
し
て
お
く
べ

き
だ
と
い
う
。
国
際
高
は
女
子
生

徒
の
数
が
多
い
た
め
、
特
に
ト
イ

レ
の
対
策
は
考
え
る
べ
き
問
題
だ

と
指
摘
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
学

校
行
事
で
使
う
も
の
は
災
害
時
に

も
役
立
つ
も
の
が
多
く
あ
り
、
ロ

ー
プ
類
や
ゴ
ミ
袋
、
古
新
聞
紙
、

ラ
ッ
プ
類
、
ガ
ム
テ
ー
プ
類
な
ど

は
非
常
時
に
使
え
る
た
め
、
学
校

の
倉
庫
に
何
が
あ
る
の
か
を
事
前

に
把
握
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
だ

と
話
し
た
。

地震に備える三か条
〇グラッときたら、身の安全
　・頭部の安全確保

〇寝ている間の安全確保
　・家の耐震補強
　・家具等の配置・転倒防止

〇もしものための非常持ち出し
　・さっと持ち出せるよう日頃

から準備

呉羽山断層

●建物の全壊率は、緯度経度を基準にした区画割りである５０ｍメッシュごとに、
建物の耐震性の大小と揺れの大きさから計算しています。

●全壊率の大小は、５０ｍメッシュごとに着色により表示しています。
●予想震度が大きく、古い建物(昭和56年5月以前)が密集しているところほど、

全壊率は大きくなります。
●全壊率は、地域としての建物の全壊の可能性を示していますが、あくまで目安

であり、個々の建物や土地についての評価ではありません。 

○この地図は、国土地理院長の承諾を得て、同院発行の数値地図５００００（地図画像）を複製したものである。（承認番号　平２２業複、第６１２号）
○この地図を複製する場合には、国土地理院の長の承諾を得なければならない。
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20％以上40％未満
10％以上20％未満
5％以上10％未満
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全壊率
大
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度

次のような項目に心当たりがある建物は、注意が必要です。次のような項目に心当たりがある建物は、注意が必要です。

耐震診断を行って、耐震補強をしましょう！耐震診断を行って、耐震補強をしましょう！

●昭和56年以前に建てられている。※

●1階の一部が駐車場になっている。
●2階が建物の左右に片寄っている。
●平屋建てに２階を載せて増築している。
●ドアあるいは窓の建て付けが悪く、枠と建具の間に大きな

隙間が空いていたり、建具の開閉が思うようにいかない。
●モルタル塗壁に長い斜めのひび割れが入っている。
●屋根の棟あるいは軒先が波打っている。
●屋根や軒、床が傾いている。
●基礎や土台が腐食している（押してみて崩れる）。
●シロアリの成虫が浴室等から飛び出す。
※昭和５６年６月の建築基準法の改正により耐震基準が強化されました。

和合

富山西部

呉羽

地域の建物危険度マップ

●阪神・淡路大震災では10万棟以上の建物が全壊し、多数の死者を出しました。古い家に住む高
齢者の犠牲者が多かったのも重要な点です。

●一般に、震度が大きくなるほど建物の倒壊率は高く、下のグラフに示すように、震度が6弱～6
強以上で建物の全壊率が急激に高くなる傾向にあります。

●この傾向は、昭和56年以前に建てられた古い木造住宅ほど高くなっています。

●昭和56年以前に着工した建物は、古い耐震基準のため、耐震性が劣る場合がありますので、耐
震診断・耐震改修を行うことが重要です。

地震による建物被害地震による建物被害

震度階級
計測震度

旧築年：S35年以前
中築年：S36～55年
新築年：S56年以降

旧築年：S45年以前
中築年：S46～55年
新築年：S56年以降
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鉄筋コンクリート造などの非木造建築
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大規模な地震が発生した場合に全壊する建物の割合（全壊率）を、地域ごとの建物の構造（木造/非木造）・築年次と各地点のゆれの大きさに基づいて算定しました。
（平成２２年１月１日時点での富山市における建物の状況から推定しました）富山地域 和合・呉羽・富山西部

名　称

富山県五福公園

桜谷小学校

五福小学校

神明小学校

四方小学校

八幡小学校

草島小学校

倉垣小学校

呉羽小学校

長岡小学校

寒江小学校

古沢小学校

老田小学校

池多小学校

西部中学校

和合中学校

呉羽中学校

富山大学附属小・中学校

富山工業高校

富山大学五福キャンパス

富山大学杉谷キャンパス

富山商業高校

呉羽高校

富山短期大学

富山総合支援学校

432-5073

432-4235

432-4786

421-7061

435-0019

435-0144

435-0159

435-0368

434-3100

432-2594

436-5594

434-1379

436-5208

436-5700

432-4787

435-1156

434-3200

445-2806

441-1971

445-6011

434-2281

441-3438

436-1056

436-5146

441-8261

電話番号区分

広域避難場所

第１次避難所

第2次避難所

第3次避難所
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1
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1

2
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8

最寄りの避難場所や避難経路について確認しておきましょう。最寄りの避難場所や避難経路について確認しておきましょう。最寄りの避難場所や避難経路について確認しておきましょう。最寄りの避難場所や避難経路について確認しておきましょう。最寄りの避難場所や避難経路について確認しておきましょう。最寄りの避難場所や避難経路について確認しておきましょう。最寄りの避難場所や避難経路について確認しておきましょう。最寄りの避難場所や避難経路について確認しておきましょう。最寄りの避難場所や避難経路について確認しておきましょう。

避難場所避難場所

【避難所の体系】
●災害時に危険を一時的に回避する避難場所として、広域避難場所を設けています。
●災害時に被害を受け、又は被害を受けるおそれのある市民が応急生活をするための場所として避難所を設けています。

第１次避難所　災害発生時等において第１次に開設する避難所
第２次避難所　第１次避難所に収容しきれない場合等において開設する避難所
第３次避難所　第１次避難所、第２次避難所が収容しきれない場合等において開設する避難所
その他避難所　第１次、第２次、第３次避難所を補完する避難所。
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分
か
り
や
す
く
語
る
県
防
災
士
会
の
上
田
さ
ん

熱
く
語
る
石
倉
さ
ん
＝
呉
羽
消
防
署

記
者
の
目

　

今
回
、
話
を
聞
い
た
「
防
災

士
」
の
資
格
取
得
に
は
年
齢
制
限

が
な
く
、
高
校
生
や
親
子
で
資
格

を
持
っ
て
い
る
人
も
い
る
と
い

う
。
防
災
士
の
活
動
は
、
防
災
講

座
、
保
育
園
で
の
防
災
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
な
ど
幅
広
い
。
上
田
さ

ん
は
防
災
士
に
つ
い
て
「
防
災
の

知
識
が
増
え
、
や
り
が
い
が
あ

る
。
ぜ
ひ
多
く
の
高
校
生
に
も
活

躍
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
た
。

　

い
ざ
と
い
う
時
に
命
を
守
る
た

め
、
日
頃
か
ら
防
災
に
関
す
る
知

識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
だ
。
自
分

の
防
災
対
策
を
見
直
し
、
防
災
に

対
す
る
意
識
を
高
め
よ
う
。

【
藤
田
実
呼
】

　地震や火災では、基本的な知識を知ることや
事前に対策をすることによって被害を最小限に
抑えることができる。新聞部は、国際高の管轄
である富山市呉羽消防署を訪ね、消防係の石倉
直毅さんに地震や火災について話を聞いた。

　

地
震
が
起
き
た
と
き
、
二
次
被

害
と
し
て
火
災
が
発
生
す
る
「
地

震
火
災
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

特
に
地
震
火
災
で
は
、
地
震
の
揺

れ
に
よ
り
コ
ー
ド
が
断
線
す
る
こ

と
で
電
流
が
流
れ
、
そ
の
周
囲
か

ら
燃
え
広
が
る
漏
電
火
災
が
多

い
。
東
日
本
大
震
災
で
は
火
災
が

３
０
０
件
近
く
起
き
て
お
り
、
そ

の
過
半
数
は
電
気
が
原
因
に
よ
る

火
災
だ
っ
た
。
漏
電
火
災
に
な
ら

な
い
た
め
に
も
、
地
震
が
起
き
た

時
に
は
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
す
と

よ
い
。
し
か
し
、
漏
電
火
災
は
後

か
ら
起
き
る
の
で
、
ま
ず
は
自
分

の
身
を
守
る
こ
と
を
第
一
に
考
え

る
こ
と
が
重
要
。
ま
た
、
地
震
発

生
時
に
設
定
以
上
の
揺
れ
を
感
知

す
る
と
自
動
で
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落

と
し
て
く
れ
る
「
感
電
ブ
レ
ー
カ

ー
」
と
い
う
装
置
の
設
置
も
有
効

だ
そ
う
だ
。

　

日
本
で
は
、
電
気
に
よ
る
火
災

が
令
和
３
年
度
で
約
１
４
０
０
件

起
き
て
お
り
、
死
者
数
は
増
加
傾

向
に
あ
る
。
電
気
火
災
に
な
る
最

大
の
原
因
と
し
て
、
維
持
管
理
が

不
適
切
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
コ
ー
ド
に
負
荷
が
か
か
ら
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
や
、
ほ
こ
り

が
た
ま
ら
な
い
よ
う
に
管
理
す
る

こ
と
が
大
切
だ
。

　

国
際
高
で
は
、
昨
年
は
９
月
と

１０
月
に
避
難
訓
練
を
行
っ
た
。
法

律
で
は
、
年
に
１
回
以
上
は
学
校

に
お
い
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
実
際
の
と
こ
ろ
、
あ
ま
り
真

面
目
に
避
難
訓
練
に
参
加
し
て
い

な
い
生
徒
も
い
る
の
が
現
実
だ
。

石
倉
さ
ん
は
「
避
難
の
際
に
は
非

常
放
送
を
よ
く
聞
い
て
、
状
況
を

判
断
し
て
共
有
す
る
こ
と
が
大

切
」
と
指
摘
し
た
。

　

火
災
で
は
、
煙
に
気
を
つ
け
る

必
要
が
あ
る
。
煙
に
含
ま
れ
て
い

る
一
酸
化
炭
素
は
無
色
透
明
で
無

臭
で
あ
る
た
め
気
づ
き
に
く
く
、

呼
吸
が
で
き
な
く
な
る
。
ハ
ン
カ

チ
で
口
を
塞
ぎ
、
姿
勢
を
低
く
し

な
が
ら
避
難
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
福
祉
施
設
で
は
、
煙
を
吸
わ

な
い
た
め
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
か
ぶ

る
こ
と
も
し
て
い
る
そ
う
だ
。
地

震
に
お
い
て
は
、
転
倒
し
て
い
る

も
の
や
割
れ
て
い
る
窓
ガ
ラ
ス
な

ど
に
注
意
し
な
が
ら
避
難
す
る
必

要
が
あ
る
。
火
災
と
地
震
両
方
に

言
え
る
こ
と
だ
が
、
足
を
怪
我
す

る
と
動
け
な
く
な
る
の
で
、
足
元

を
よ
く
見
て
逃
げ
る
こ
と
が
一
番

重
要
だ
。「
今
後
は
就
職
な
ど
し

て
社
会
に
出
る
と
、
避
難
の
指
示

を
聞
く
立
場
か
ら
出
す
立
場
に
な

る
場
合
も
あ
る
。
気
を
引
き
締
め

て
避
難
訓
練
を
行
う
必
要
が
あ

る
」
と
強
調
し
て
い
た
。

酸素ボンベを背負わせてもらう新聞部員

家
庭
で
の
対
策

家
庭
で
の
対
策  

簡
単
な
も
の
か
ら

簡
単
な
も
の
か
ら

記
者
の
目

　

石
倉
さ
ん
は
「
い
つ
で
も
開
放

し
て
い
る
の
で
、
生
徒
の
皆
さ
ん

も
呉
羽
消
防
署
に
見
学
に
来
て
く

　

地
震
は
、
統
計
的
に
自
宅
に
い

る
時
間
が
長
い
夜
間
や
休
日
に
多

い
。
し
た
が
っ
て
、
家
庭
で
は
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
な
が
ら
、
安

全
な
避
難
ル
ー
ト
や
避
難
場
所
に

つ
い
て
話
し
合
う
な
ど
、
簡
単
な

も
の
か
ら
地
震
対
策
を
行
う
こ
と

が
大
切
だ
。
家
族
で
避
難
場
所
を

決
め
て
お
く
と
、
家
族
と
す
ぐ
会

う
こ
と
が
で
き
る
の
で
緊
急
時
に

安
心
。
避
難
所
に
も
種
類
が
あ

り
、
第
１
次
避
難
所
に
は
小
学
校

の
体
育
館
、
第
２
次
に
は
中
学
校

の
体
育
館
、
第
３
次
に
は
高
校
や

短
大
、
大
学
な
ど
の
体
育
館
が
指

定
さ
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

　

避
難
時
に
は
道
路
の
状
況
な
ど

に
よ
り
行
政
か
ら
３
日
間
以
上
、

支
援
物
資
が
届
か
な
い
こ
と
が
あ

る
の
で
、
最
低
３
日
間
は
生
活
で

き
る
よ
う
に
防
災
バ
ッ
グ
を
用
意

し
て
お
く
と
よ
い
。
睡
眠
中
に
地

震
が
起
き
る
場
合
も
あ
る
の
で
、

家
具
の
下
敷
き
に
な
ら
な
い
た
め

に
も
大
き
な
家
具
は
固
定
し
倒
れ

な
い
よ
う
に
し
、
安
全
に
逃
げ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
靴
や
ス
リ

ッ
パ
を
寝
室
に
用
意
す
る
こ
と
も

対
策
と
な
る
。

だ
さ
い
」
と
話
し
て
い
た
。
実

際
、
新
聞
部
は
消
防
車
や
救
急
車

に
つ
い
て
も
詳
し
く
教
え
て
い
た

だ
い
た
。
消
防
署
で
は
、
消
防
士

の
皆
さ
ん
が
２４
時
間
態
勢
で
火
災

専
門
的
見
地
か
ら
話
す
岡
さ
ん
＝
富
山
地
方
気
象
台

　

地
震
に
よ
る
二
次
災
害
が
最
も

起
こ
り
や
す
い
季
節
を
聞
い
た
。

気
象
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
す
る
な

ら
ば
、
初
夏
か
ら
秋
と
、
冬
が
地

震
に
よ
る
二
次
災
害
が
最
も
起
こ

り
や
す
い
と
い
う
。
初
夏
か
ら
秋

に
か
け
て
は
、
梅
雨
や
秋
雨
、
台

風
の
影
響
を
受
け
や
す
い
た
め
、

大
雨
に
よ
る
土
砂
崩
れ
や
地
盤
の

緩
み
の
危
険
性
が
高
ま
る
。
ま
た

冬
に
は
、
大
雪
や
雪
崩
な
ど
の
二

次
災
害
が
危
険
だ
。
さ
ら
に
、
暑

さ
や
寒
さ
に
よ
る
避
難
施
設
内
で

の
生
活
環
境
の
悪
化
も
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
た
め
、
季
節
に
応
じ
た

災
害
対
策
が
必
要
と
な
る
。

　

今
年
の
５
月
５
日
に
発
生
し
た

能
登
半
島
の
地
震
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

に
つ
い
て
も
聞
い
た
。
結
論
か
ら

言
え
ば
、
現
状
で
は
明
確
な
原
因

　

ま
ず
、
富
山
は
地
震
が
起
こ
り

に
く
い
と
い
う
噂
の
真
偽
に
つ
い

て
聞
い
た
。
岡
さ
ん
の
見
解
と
し

て
は
「
今
ま
で
は
地
震
が
起
こ
り

に
く
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、

こ
れ
か
ら
は
分
か
ら
な
い
」。
確

か
に
、
２
０
１
３
年
か
ら
２
０
２

２
年
の
約
１０
年
間
で
起
こ
っ
た
震

度
１
以
上
の
地
震
の
観
測
回
数
に

つ
い
て
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
富

山
県
は
全
国
で
最
も
少
な
い
１
１

７
回
だ
。
た
だ
、
地
球
が
動
い
て

い
る
以
上
、
い
つ
地
震
が
起
こ
っ

て
も
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
。

こ
う
し
た
噂
が
広
ま
っ
た
理
由
と

し
て
、
時
間
の
経
過
に
よ
る
大
地

震
の
記
憶
の
風
化
が
考
え
ら
れ
る

と
い
う
。

　

次
に
、
こ
れ
か
ら
富
山
で
大
地

震
や
津
波
が
起
こ
る
確
率
に
つ
い

て
聞
い
た
。
過
去
の
デ
ー
タ
か
ら

割
り
出
し
た
、
周
辺
に
あ
る
活
断

層
帯
地
震
発
生
確
率
で
は
、
３０
年

で
３
％
以
上
。
津
波
は
、
発
生
確

率
が
や
や
高
い
と
さ
れ
る
３０
年
で

３
～
２６
％
未
満
だ
そ
う
だ
。
さ
ら

は
分
か
っ
て
い
な
い
そ
う
だ
。
し

か
し
、
政
府
の
地
震
調
査
委
員
会

に
よ
る
と
、
地
殻
変
動
域
の
変

化
、
地
震
活
動
の
浅
部
へ
の
移

動
、
電
気
伝
導
度
の
分
布
な
ど
か

ら
、
今
回
の
活
動
に
は
流
体
の
移

動
が
関
与
し
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
と
い
う
。
た
だ
、
こ
れ
ま
で
の

地
震
活
動
お
よ
び
地
殻
変
動
の
状

況
を
踏
ま
え
る
と
、「
一
連
の
地

震
活
動
は
当
分
続
く
と
考
え
ら
れ

て
い
る
」
と
さ
れ
て
お
り
、
引
き

続
き
地
震
や
津
波
に
対
す
る
備
え

が
重
要
だ
。

　

自
然
災
害
は
、
我
々
の
想
像
を

遥
か
に
越
え
る
力
で
襲
っ
て
く

る
。
し
か
し
、
日
頃
か
ら
防
災
・

減
災
対
策
を
し
て
お
く
こ
と
で
被

害
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
特
に
大
切
な
こ
と
は
、
自
分

自
身
の
身
の
安
全
を
守
る
た
め
の

「
自
助
」。
地
震
に
備
え
る
た
め

に
、
今
日
か
ら
自
助
に
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
。

【
村
野
魁
俐
】

に
、
地
震
調
査
推
進
研
究
本
部
の

最
新
デ
ー
タ
で
も
、
地
震
で
は
呉

羽
山
・
砺
波
平
野
断
層
帯
が
３０
年

で
３
％
以
上
、
津
波
を
引
き
起
こ

す
可
能
性
の
あ
る
海
域
で
の
地
震

と
し
て
は
、
秋
田
県
沖
か
ら
佐
渡

島
北
方
沖
・
新
潟
県
北
部
沖
か
ら

山
形
県
沖
で
の
地
震
発
生
確
率
が

３
～
２６
％
未
満
と
、
や
や
高
い
評

価
だ
。

　

国
際
高
の
近
く
で
の
地
震
リ
ス

ク
に
つ
い
て
尋
ね
た
。
国
際
高
の

近
辺
に
は
、
呉
羽
山
・
砺
波
平
野

断
層
帯
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
そ

こ
で
地
震
が
発
生
す
る
と
国
際
高

は
地
震
の
被
害
を
受
け
る
危
険
性

が
高
ま
る
。
ま
た
、
隣
の
石
川
県

に
は
、
地
震
発
生
可
能
性
が
高
い

と
さ
れ
て
い
る
森
本
・
冨
樫
断
層

帯
が
存
在
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

射
水
市
や
海
に
も
断
層
が
あ
る
と

の
研
究
も
あ
る
。
富
山
県
全
体

で
、
地
震
の
被
害
に
遭
う
危
険
性

が
存
在
す
る
こ
と
を
認
識
し
、
地

震
や
津
波
に
備
え
る
こ
と
が
大
切

だ
。

富
山
短
大
は
第

富
山
短
大
は
第
３３
次
避
難
所

次
避
難
所

生
徒
の
防
災
意
識
高
め
た
い

生
徒
の
防
災
意
識
高
め
た
い

　

新
聞
部
は
、
国
際
高
の
南
事
務
長
さ
ん
と
総
務
部
長
の
大
澤
先
生
に
、
本
校
の
地
震
・
防
災

対
策
に
つ
い
て
話
を
き
い
た
。

　

南
事
務
長
さ
ん
に
本
校
の
ハ
ー

ド
面
で
の
対
策
に
つ
い
て
尋
ね
た
。

　

国
際
高
校
舎
の
耐
震
性
能
は
、

場
所
に
よ
っ
て
異
な
る
。
新
校
舎

は
震
度
６
強
ま
で
耐
え
る
こ
と
が

で
き
る
が
、
築
年
数
が
古
い
光
彩

館
や
明
窓
会
館
は
６
強
ま
で
は
耐

え
ら
れ
な
い
そ
う
だ
。
新
聞
部

は
、２
０
１
２
年
３
月
発
行
の「
新

校
舎
竣
工
記
念
号
外
」
で
「
昨
年

２
月
に
完
成
し
た
本
館
、
今
年
２

月
に
出
来
た
ば
か
り
の
東
館
と
も

に
、（
中
略
）
震
度
６
強
の
地
震

で
倒
壊
、
崩
壊
せ
ず
、
震
度
５
強

程
度
の
地
震
で
は
損
傷
も
し
な
い

と
い
う
堅
固
な
耐
震
性
能
を
備
え

る
安
心
・
安
全
な
建
物
」
と
紹
介

し
て
い
る
。
た
だ
し
、「
想
定
は

基
本
的
に
大
丈
夫
と
い
う
こ
と

で
、
被
害
が
０
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
」
と
事
務
長
さ
ん
は
付
け
加

え
た
。

　

学
校
で
行
っ
て
い
る
防
災
対
策

に
つ
い
て
は
、
避
難
経
路
や
消
火

器
、
屋
内
消
火
栓
の
前
に
物
を
置

か
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て
い

る
、
と
の
こ
と
だ
。
校
内
に
配
置

さ
れ
て
い
る
屋
内
消
火
栓
、
消
火

器
の
前
に
は
椅
子
や
机
な
ど
消
火

活
動
の
妨
げ
に
な
る
よ
う
な
物
は

置
か
な
い
こ
と
、
非
常
時
の
避
難

経
路
、
特
に
避
難
誘
導
灯
の
設
け

ら
れ
て
い
る
非
常
出
口
や
防
火
扉

の
周
囲
に
支
障
と
な
る
よ
う
な
物

を
置
か
な
い
こ
と
は
鉄
則
だ
。
な

お
、
こ
れ
ら
は
毎
年
１
回
、
呉
羽

消
防
署
に
よ
る
査
察
が
行
わ
れ
て

い
る
そ
う
だ
。
ま
た
、
火
災
報
知

器
の
点
検
も
半
年
に
１
回
行
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
法
律
で
決
め
ら
れ

て
い
る
そ
う
だ
。

　

非
常
用
の
備
蓄
品
に
つ
い
て
尋

ね
る
と
、
高
校
校
舎
内
に
は
な
い

が
、
学
園
本
部
（
短
大
Ｆ
館
）
に

飲
料
水
や
缶
入
り
乾
パ
ン
、
毛

布
、
救
急
箱
、
マ
ス
ク
な
ど
最
低

限
の
も
の
は
常
備
さ
れ
て
い
る
と

の
こ
と
だ
。
富
山
短
期
大
学
は
災

害
対
策
基
本
法
に
基
づ
い
て
、
第

３
次
避
難
所
（
高
校
・
大
学
な

ど
）
に
指
定
さ
れ
て
い
る
（
収
容

人
員
７
８
０
人
）。
こ
こ
に
地
域

の
人
が
避
難
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

　

津
波
が
来
た
時
、
本
校
の
屋
上

に
逃
げ
る
こ
と
は
で
き
る
の
か
、

そ
の
場
合
は
何
人
ま
で
が
限
界
か

と
聞
い
て
み
た
と
こ
ろ
、「
富
山

市
の
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
も

確
認
で
き
る
よ
う
に
、
こ
の
地
域

は
津
波
の
被
害
想
定
に
入
っ
て
な

い
の
で
屋
上
に
避
難
す
る
想
定
に

な
っ
て
お
ら
ず
、
人
数
は
答
え
づ

ら
い
」
と
し
た
う
え
で
、「
生
徒

が
高
校
の
校
舎
で
避
難
す
る
場
合

は
、
全
員
が
屋
上
に
限
る
必
要
は

な
く
、
上
の
階
で
あ
れ
ば
全
員
避

難
に
問
題
な
い
」
そ
う
だ
。

　

事
務
長
さ
ん
は
「
い
つ
も
学
校

に
教
職
員
が
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
地
震
の
際
は
各
自
の
判
断
で

逃
げ
る
こ
と
が
大
切
」
と
強
調
し

て
い
た
。

　

大
澤
先
生
に
、
主
に
学
校
の
避

難
訓
練
に
つ
い
て
尋
ね
た
。
本
校

で
は
年
に
２
回
、
１
学
期
中
間
考

査
、
２
学
期
中
間
考
査
の
最
終
日

に
避
難
訓
練
を
設
定
し
て
い
る
。

１
学
期
は
主
に
避
難
経
路
の
確

認
、
２
学
期
に
は
実
際
に
避
難
に

か
か
っ
た
時
間
を
計
時
し
、
呉
羽

消
防
署
の
職
員
の
方
も
状
況
を
チ

ェ
ッ
ク
し
講
評
を
い
た
だ
い
て
い

る
。

　

「
コ
ロ
ナ
前
」
ま
で
は
訓
練
終

了
後
に
各
学
年
に
分
か
れ
、
防
災

講
話
や
消
火
訓
練
と
し
て
消
火
器

や
消
火
栓
の
実
習
も
行
わ
れ
て
い

た
が
、
近
年
は
密
集
を
避
け
る
た

め
中
止
さ
れ
て
い
た
。
今
年
か
ら

復
活
で
き
る
か
を
検
討
中
と
の
こ

と
だ
。

　

大
澤
先
生
は
「
生
徒
達
の
防
災

意
識
を
高
め
る
こ
と
に
重
点
を
置

い
て
い
る
」
と
話
す
。
当
面
は
、

８
月
３０
日
～
９
月
５
日
の
防
災
週

間
に
向
け
、
生
後
会
執
行
部
・
委

員
会
か
ら
全
校
生
徒
に
啓
発
活
動

を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
地
震
を

想
定
し
発
生
直
後
の
身
を
守
る
た

め
の
安
全
確
保
行
動
を
身
に
つ
け

る
「
県
民
一
斉
防
災
訓
練
～
シ
ェ

イ
ク
ア
ウ
ト
と
や
ま
２
０
２
３
」

へ
の
参
加
も
検
討
し
て
い
る
そ
う

だ
。

　

「
誰
か
が
危
険
か
ら
守
っ
て
く

れ
る
の
で
は
な
く
、
自
分
の
身
は

自
分
で
守
る
こ
と
、
さ
ら
に
困
っ

て
い
る
人
達
に
対
し
自
分
は
何
が

で
き
る
か
を
考
え
ら
れ
る
人
に
な

っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
た
。

【
森
千
都
世
】

Ｑ １．家庭で地震対策を行っていますか？

Ｑ ５．学校の避難訓練には真面目に取り組んでいますか？

Ｑ ８．正直なところ、自分が生きている間に大きな地震を
経験することはないだろうと思っていますか？

地震への備え
ありますか？

地震
夜間や休日に多い
家庭でも様々な対策を

呉羽消防署にきく

この ３つの図は上田さん提供

国際高の避難経路図（今年度）
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富山県の地震概況 「令和５年（2023 年）５月」 

 

令和 ５ 年 ６ 月 ９ 日 

富 山 地 方 気 象 台 

【【５５月月のの概概況況】】  

５月５日 14 時 42 分に石川県能登地方で M6.5、深さ 12km、最大震度６強を観測する地震が発生し、

輪島港で 10ｃｍ、珠洲市長橋で 4ｃｍの津波を観測しました。富山県内でも高岡市や氷見市、小矢部市、

射水市、舟橋村で震度４を観測したほか、県内の広い範囲で震度３～２を観測しました。 

この期間、県内の震度観測点で震度１以上を観測した地震は 10 回でした（先月０回）。 

石川県能登地方（図１中領域ａ）では、５月５日以降、地震活動がさらに活発な状況です(５頁で解説)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ ５月の富山県周辺の震央分布図（M0.5 以上、深さ 600km 以浅）    

※図中の茶色線は地震調査研究推進本部の長期評価による活断層を示す 

 

表表１１  富富山山県県内内ににおおけけるる過過去去１１年年間間のの最最大大震震度度別別（（震震度度１１以以上上））地地震震回回数数（（月月別別））  

  

年 合計

月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

震度４ 2 2

震度３ 2 　 1 3

震度２ 2 　 4 6

震度１ 3 1 1 4 1 1 　 3 14

合計 5 1 1 4 1 2 1 10 25

2023年2022年

領域ａ 

今年 ５月の富山県周辺の震央分布（富山地方気象台提供）

富
山
地
方
気
象
台

名　称

富山県五福公園

桜谷小学校

五福小学校

神明小学校

四方小学校

八幡小学校

草島小学校

倉垣小学校

呉羽小学校

長岡小学校

寒江小学校

古沢小学校

老田小学校

池多小学校

西部中学校

和合中学校

呉羽中学校

富山大学附属小・中学校

富山工業高校

富山大学五福キャンパス

富山大学杉谷キャンパス

富山商業高校

呉羽高校

富山短期大学

富山総合支援学校

区分

広域避難場所

第１次避難所

第2次避難所

第3次避難所

1

2

1

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

1

2

3

1

2

3

4

5

6

7

8

避難場所避難場所
最寄りの避難場所や避難経路について
確認しておきましょう。

第 １次避難所…
　災害発生時等において第 １次に開設する避難所で、
主に小学校体育館を指定
第 ２次避難所…
　第 １次避難所に収容しきれない場合等において、第
２次に開設する避難所で、主に中学校体育館を指定

第 ３次避難所…
　第 １次避難所、第 ２次避難所が収容しきれない場合
等において、第 ３次に開設する避難所で、主に高等
学校体育館等

避難場所
番号は上のマップと対応

や
地
震
、
救
急
の
対
応
だ
け
で
な

く
、
水
難
事
故
の
解
決
な
ど
に
も

尽
力
さ
れ
て
い
た
。【

宮
川
篤
志
】

周辺地域の建物危険度マップ国際高

エントランスホール男子
WC

情報室 会議室

グラウンド

避難場所
駐輪場

女子
WC

☆

保健室

応

接

室

校長室
事務室

ELV

駐輪場
男
子
Ｗ
Ｃ

女
子
Ｗ
Ｃ

12

放
送
室

調理室 被服室
東東館館

11 倉

庫
駐輪場

本本館館
職
員
ロ

ッ
カ
ー

職
員
ロ

ッ
カ
ー

入
試
広
報
室

女
Ｗ
Ｃ

男
Ｗ
Ｃ

サッカー
部室

富山国際大学

富山短期大学

子ども育成棟

　　　　　　　　（Ｅ館）

駐輪場

駐

輪

場

光彩館

駐
輪
場ピロティー

弓道場
通路

野球

部室

人工芝グラウンド

１階 体育館

格技場

柔道
部室

テ

ニ

ス

コー

ト

明窓会館

卓球場

職
員
女
W
C

職
員
男
W
C

電
算
室

印刷室

図書室

室
進
路
指
導
室

職員室
ELV

教
務
倉
庫

選択3
小
会
議
室

美術室 書道室
応
接
室

進
路
閲
覧
室

グループ
学習室

体育館

管理室

バレー 倉庫

談

男
子
Ｗ
Ｃ

女
子
Ｗ
Ｃ

面

バスケ男

光彩館

ｲﾗｽﾄ

男子

WC
音楽室

茶室

水屋

和室

15
ELV

 

女子

テニス
倉
庫

倉
庫

更衣室

２階

体育館

明窓会館

女子

サッカー
生徒会 テニス男 ＷＣ

Ｗ

Ｃ

女子バド

17

新

聞

女子

バスケ

用具庫

国際
交流室

ﾗﾝｹﾞｰｼﾞｾ
ﾝﾀｰ

相
談
室

女
子
Ｗ
Ｃ

倉
庫

理
科
倉
庫

化学室

18 19 理科室
（生物・物理）

女
子
WC

☆

16 洗

面
14 13

女
子
WC

☆ 男子

WC
33 34 37

ELV

38

倉庫

35 36

23

光彩館

光彩ホール
４階 31

32 22 洗

面

５階 26 25 洗

面
24３階

明窓会館

職
員
室

合宿室

27 28 選択2 選択1 21
ELV

女
子
WC

☆ 男子

WC

●●は消火器、〇〇は消火栓を示す

　【特集 ２】【特集 ２】　
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２
年
生
の
東
京
方
面
大
学
訪
問
が
７
月
１０
日
か
ら
１１
日
に
か
け

て
行
わ
れ
、
特
進
コ
ー
ス
５２
人
と
国
際
英
語
コ
ー
ス
の
希
望
者
１５

人
が
都
内
の
大
学
を
見
学
し
て
将
来
へ
の
視
野
を
広
げ
た
。

　

１
年
生
の
「
交
通
安
全
教
室
」
が
７
月
５
日
、
光
彩
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
を
身
に
付

け
る
こ
と
が
交
通
事
故
の
防
止
に
つ
な
が
る
こ
と
を
学
ん
だ
。

　

芸
術
鑑
賞
会
が
７
月
１２
日
、
富
山
能
楽
堂
で
行
わ
れ
、
江
戸
時
代
よ
り
４
０
０
年
に
わ
た
り
続

く
狂
言
の
名
家
、
京
都
・
大
蔵
流
の
茂
山
千
五
郎
家
を
迎
え
て
全
校
生
徒
が
狂
言
を
鑑
賞
し
た
。

　

一
行
は
１０
日
午
前
、
新
幹
線
で

東
京
駅
に
着
い
た
後
、
バ
ス
で
移

動
。
ま
ず
、
上
智
大
学
四
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
に
向
か
っ
た
。
文
系
理
系

と
も
に
９
学
部
２９
学
科
が
集
結
し

東
京
ド
ー
ム
よ
り
大
き
な
同
キ
ャ

ン
パ
ス
で
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
学
生
の
ガ
イ
ド
に
よ
る
キ
ャ
ン

パ
ス
ツ
ア
ー
に
臨
ん
だ
。
８０
か
国

以
上
の
外
国
人
学
生
や
留
学
生
が

在
籍
し
て
い
る
国
際
色
豊
か
な
上

智
大
。
図
書
館
は
自
分
の
興
味
あ

る
本
を
歩
き
な
が
ら
探
せ
る
開
架

式
で
、
世
界
各
国
の
新
聞
を
読
む

こ
と
も
で
き
る
。
こ
こ
で
学
食
を

体
験
し
た
後
、
自
由
見
学
と
な
っ

た
。

　

そ
の
後
、
文
系
は
中
央
大
学
の

多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
（
５
学
部
）、

理
系
は
後
楽
園
キ
ャ
ン
パ
ス
（
理

工
学
部
）
に
分
か
れ
て
向
か
い
、

そ
れ
ぞ
れ
自
由
に
見
学
し
た
。
多

摩
キ
ャ
ン
パ
ス
は
広
い
敷
地
に
学

食
や
カ
フ
ェ
な
ど
も
充
実
し
て
お

り
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
関
係
で
豚
肉

や
ア
ル
コ
ー
ル
を
口
に
で
き
な
い

人
の
た
め
の
ハ
ラ
ー
ル
カ
フ
ェ
も

あ
っ
た
。

　

夕
食
を
と
っ
た
後
、
代
々
木
の

宿
舎
、
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念

青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
へ
。
こ
こ

で
夜
、
本
校
卒
業
生
に
よ
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
、
都
内
の

大
学
に
通
う
６
人
か
ら
現
在
の
大

学
生
活
や
入
試
の
準
備
、
心
構
え

な
ど
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。

　

２
日
目
の
１１
日
は
、
文
系
は
立

教
大
学
の
池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス
と
目

白
の
学
習
院
大
学
、
理
系
は
東
京

理
科
大
学
葛
飾
キ
ャ
ン
パ
ス
と
立

教
大
池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス
を
そ
れ
ぞ

れ
訪
れ
、
自
由
に
見
学
し
た
り
大

学
の
説
明
を
聞
い
た
り
し
、
昼
食

を
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
と
っ
た
。
キ

リ
ス
ト
教
精
神
に
基
づ
く
立
教
大

に
は
大
き
な
チ
ャ
ペ
ル
な
ど
歴
史

を
感
じ
る
建
物
が
多
く
あ
っ
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
は
「
た
く
さ
ん

の
場
所
を
大
学
生
の
方
に
紹
介
し

て
も
ら
っ
た
り
、
研
究
し
て
い
る

様
子
を
見
ら
れ
た
り
し
て
、
大
学

の
雰
囲
気
を
直
接
感
じ
る
こ
と
が

で
き
た
。
と
て
も
貴
重
な
体
験
が

で
き
て
良
か
っ
た
」
と
話
し
て
い

た
。

将
来
へ
の
視
野
広
げ
る

将
来
へ
の
視
野
広
げ
る

自
転
車
の
運
転
に
ヒ
ヤ
リ

自
転
車
の
運
転
に
ヒ
ヤ
リ

伝
統
芸
能
に
引
き
込
ま
れ
る

伝
統
芸
能
に
引
き
込
ま
れ
る

大
蔵
流
狂
言
を
鑑
賞

大
蔵
流
狂
言
を
鑑
賞

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
に
臨
む
生
徒
達
＝
上
智
大
学

「
蝸
牛
」
の
名
演
＝
富
山
能
楽
堂

自
転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
挑
戦
す
る
生
徒

編編編
集集
手手
集
手
帳帳帳

私
は
ひ
ゅ
ー
ま
ん
。　
　

ち
ゅ
ー
り
っ
ひ

１
＋
１
＝
３
っ
て
エ
モ
す
ぎ
。

バ
タ
氏

９
時
間
睡
眠�

　
　

つ
ぐ

ピ
ー
チ
が
食
べ
た
い�

も

チ
ョ
コ
大
好
き
☆�

か
い
ち
ゃ
ん

寝
る
の
が
好
き�

弟

実
は
Ａ
Ｂ
型�

マ
ヨ
コ
ー
ン

暑
す
ぎ
る�

ハ
ル
ジ
オ
ン

愛
ち
て
る�

ヤ
ッ
ピ
ー

す
み
ま
せ
ん
今
火
星
に
い
ま
すい

ひ

お
疲
れ
様
で
す�

蚊

完
成
し
て
よ
か
っ
た
…�

緑
茶

お
金
が
た
ま
り
ま
す
よ
う
に�

ひ

夏
休
み
万
歳
！�

は
は

夏
休
み
満
喫
し
た
い
で
す　

生
ハ
ム

体
重
計
乗
っ
た
ス
ト
レ
ス
で
太
っ

た
わ�

は
る

ず
っ
と
見
て
る
よ
。�

ぬ
ほ
う

ず
っ
と
寝
て
た
い�

夏

そ
ろ
そ
ろ
勉
強
で
禿
げ
そ
う�

狐

が
ん
ば
り
ま
す
！�

お
に
ぎ
り

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た�

は
る
か

お
菓
子
美
味
し
い�

ポ
ッ
タ
ー

貴重な海外交流の機会逃すな
～積極的な行動で
　　　自身の成長につなげよう～

部 説

　

７
月
４
日
か
ら
１０
日
ま
で
、

ア
メ
リ
カ
の
姉
妹
校
で
あ
る
チ

ェ
ス
タ
ー
ト
ン
高
校
か
ら
国
際

高
に
１４
人
の
生
徒
が
訪
れ
た
。

１
～
３
年
生
の
ク
ラ
ス
に
入

り
、
国
際
生
と
一
緒
に
授
業
を

受
け
た
り
、
様
々
な
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
に
参
加
し
た
り
し
た
。

国
際
生
の
側
に
も
、
こ
の
貴
重

な
機
会
を
生
か
し
て
留
学
生
と

交
流
し
た
人
は
多
い
だ
ろ
う
。

　

こ
う
や
っ
て
日
本
に
い
な
が

ら
外
国
の
方
々
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
と
る
機
会
は
、
そ

れ
ほ
ど
た
く
さ
ん
あ
る
わ
け
で

は
な
い
。
し
か
も
学
校
を
卒
業

し
て
大
人
に
な
る
に
つ
れ
て
、

自
分
か
ら
探
し
て
い
か
な
い
限

り
、
そ
の
機
会
は
ま
す
ま
す
少

な
く
な
っ
て
い
く
。　

国
際
生

の
中
に
は
、
留
学
生
に
話
し
か

け
て
み
た
い
け
れ
ど
英
語
が
苦

手
だ
か
ら
話
し
か
け
ら
れ
な
い

と
い
う
人
や
、
そ
も
そ
も
外
国

人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
慣
れ
て
お
ら
ず
不
安
だ
と
い

う
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
こ
う
や
っ
て
学
生
の
こ
ろ

か
ら
外
国
の
方
々
と
交
流
す
る

こ
と
は
、
私
た
ち
の
将
来
に
も

大
き
な
意
味
を
持
つ
。

　

例
え
ば
、
外
国
の
方
々
と
実

際
に
交
流
す
る
こ
と
で
、
効
率

よ
る
す
れ
違
い
か
ら
ト
ラ
ブ
ル

に
発
展
し
な
い
よ
う
、
異
文
化

理
解
を
心
が
け
、
相
手
の
気
持

ち
を
考
え
て
常
に
思
い
や
り
の

心
を
持
っ
て
接
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

英
語
を
学
習
し
て
英
語
能
力

を
高
め
る
こ
と
は
大
切
だ
が
、

文
法
や
発
音
を
間
違
え
る
こ
と

を
恐
れ
る
あ
ま
り
、
自
ら
交
流

を
遠
慮
し
て
し
ま
う
こ
と
は
非

常
に
残
念
だ
。
英
語
に
苦
手
意

識
を
持
っ
て
い
る
人
も
、
ま
ず

笑
顔
で
あ
い
さ
つ
し
て
自
分
か

ら
交
流
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
。
例
え
流
暢
に
話
す
こ
と
が

で
き
な
く
て
も
、
簡
単
な
単
語

だ
け
で
も
良
い
か
ら
ど
ん
ど
ん

発
言
し
て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
。

そ
う
や
っ
て
話
し
て
い
く
う
ち

に
耳
が
慣
れ
、
正
し
い
発
音
を

覚
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
か

も
し
れ
な
い
。

　

積
極
的
に
異
文
化
交
流
を
図

ろ
う
と
し
て
い
る
人
間
を
笑
っ

た
り
馬
鹿
に
し
た
り
す
る
人
は

い
な
い
。
交
流
の
輪
を
広
げ
る

こ
と
で
、
新
し
い
価
値
観
を
発

見
し
、
自
分
自
身
の
成
長
に
つ

な
が
る
。
相
手
に
対
す
る
思
い

や
り
と
尊
敬
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
、
今
後
も
海
外
交
流
の
機
会

を
活
用
し
て
い
く
べ
き
だ
。

良
く
言
語
力
が
養
わ
れ
る
。「
ど

う
に
か
し
て
自
分
の
意
思
を
伝

え
、
相
手
の
意
思
を
理
解
し
な
け

れ
ば
」
と
い
う
状
況
に
自
ら
の
身

を
置
く
こ
と
で
、
教
科
書
で
勉
強

し
て
い
る
だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い

流
の
場
で
は
、
言
葉
を
使
っ
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
難
し
く
な

る
分
、
身
振
り
手
振
り
を
い
つ
も

よ
り
多
用
し
て
、
言
い
た
い
こ
と

を
積
極
的
に
伝
え
よ
う
と
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
る
。

経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

他
に
は
、
積
極
性
を
養
う
と
い

う
面
で
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
日

本
人
は
一
般
的
に
、
初
対
面
の
相

手
へ
の
接
触
行
動
や
、
非
言
語
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
少
な
い
と

言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
国
際
交

方
法
と
し
て
、
普
段
か
ら
笑
顔
で

接
し
た
り
、
あ
い
さ
つ
を
欠
か
さ

な
い
よ
う
に
し
た
り
す
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
ジ

ェ
ス
チ
ャ
ー
を
交
え
て
話
す
こ
と

も
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
何
よ
り

も
、
意
思
疎
通
が
困
難
な
こ
と
に

知
進
寮
に
て

知
進
寮
に
て

　

毎
日
を
表
情
豊
か
に
嬉
々
と

し
て
過
ご
す
生
徒
を
見
る
た
び

に
、
３
年
間
を
能
天
気
に
走
り

抜
け
た
あ
の
日
々
を
思
い
出
す
。

　

私
の
母
校
は
京
都
に
あ
る
大

谷
中
高
等
学
校
と
い
い
、
鎌
倉

の
僧
侶
で
あ
る
親
鸞
を
開
祖
と

す
る
本
願
寺
が
そ
の
母
体
で
あ

る
。
そ
の
た
め
行
事
は
仏
教
関

係
が
多
く
、
中
で
も
入
学
式
は

お
経
を
読
み
な
が
ら
新
入
生
が

登
場
す
る
た
め
、
保
護
者
か
ら

学
校
に
心
配
の
電
話
が
か
か
る

こ
と
が
一
つ
の
風
物
詩
と
な
っ

て
い
る
。

　

そ
ん
な
仏
教
色
の
あ
る
高
校

で
私
は
寮
生
活
を
し
て
、
さ
ら

に
そ
の
濃
度
を
高
め
て
い
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
は
寮
生

活
と
聞
い
て
何
を
想
像
す
る
だ

ろ
う
か
。
お
お
よ
そ
想
像
し
て

い
る
よ
う
な
生
活
を
私
は
３
年

間
し
た
と
思
う
。
毎
日
７
時
に

起
床
し
登
校
か
ら
、
１８
時
ま
で

の
門
限
。
そ
れ
か
ら
１９
時
半
か

ら
２２
時
の
自
主
学
習
と
規
則
正

し
く
、
朝
か
ら
夜
ま
で
ト
イ
レ

と
睡
眠
以
外
は
一
人
に
な
る
こ

と
が
な
か
っ
た
。

　

そ
ん
な
誰
も
が
う
ら
や
む
素

晴
ら
し
い
生
活
を
送
れ
る
寮
に

れ
ば
教
師
を
目
指
す
こ
と
も
な

け
れ
ば
、
お
寺
と
関
わ
ろ
う
と

も
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
今

の
私
は
卒
寮
し
た
時
に
す
で
に

出
来
上
が
っ
て
い
た
の
だ
と
気

が
つ
い
た
。
今
、
こ
う
し
て
忙

し
さ
に
か
ま
け
顧
み
る
こ
と
の

な
い
生
活
を
し
て
い
る
が
、
こ

の
よ
う
な
振
り
返
る
き
っ
か
け

を
い
た
だ
き
、
つ
く
づ
く
私
は

多
く
の
幸
恵
と
ご
苦
労
が
あ
っ

て
教
壇
に
立
っ
て
い
る
こ
と
を

痛
感
す
る
。

　

そ
ん
な
青
春
そ
の
も
の
で
あ

っ
た
「
知
進
寮
」
が
、
今
年
度

を
も
っ
て
閉
寮
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
帰
る
場
所
が
な
く
な
っ

た
よ
う
な
悲
し
み
を
お
ぼ
え

る
。
最
後
の
別
れ
の
た
め
か
つ

て
の
学
び
舎
へ
赴
き
、
経
年
劣

化
で
黒
ず
ん
だ
外
観
と
対
照
的

に
寮
生
が
丹
念
に
掃
除
し
た
で

あ
ろ
う
き
れ
い
な
内
観
は
当
時

と
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

　

帰
り
際
、
ふ
と
寮
監
室
の
机

に
１
枚
の
写
真
が
飾
ら
れ
た
ま

ま
に
な
っ
て
い
る
の
に
気
付
い

た
。
そ
れ
に
は
今
か
ら
１４
年

前
、
卒
業
し
た
寮
生
を
う
ら
や

む
自
分
が
写
っ
て
い
た
。
当
時

を
懐
か
し
み
、
ま
た
身
近
に
飾

っ
て
い
た
恩
師
の
情
の
深
さ
を

思
っ
た
。

は
入
る
た
め
の
条
件
が
あ
っ
た
。

そ
れ
は
県
外
で
か
つ
仏
教
課
程
を

履
修
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。
つ
ま

り
、
僧
侶
に
な
る
た
め
の
特
別
授

業
を
放
課
後
に
３
年
間
、
受
講
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
７

寮
生
の
前
で
２
分
間
以
上
の
ス
ピ

ー
チ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
生
活
を
毎
日
３
年

間
過
ご
し
て
き
た
私
に
対
し
て
、

皆
さ
ん
は
ど
ん
な
思
い
を
抱
い
た

く
た
び
に
ブ
ル
ー
に
な
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
生
活
も
徐
々
に

順
応
し
て
日
常
へ
と
変
わ
っ
て
い

き
、
楽
し
み
を
見
出
す
よ
う
に
な

っ
た
。
深
夜
に
屋
上
に
集
ま
っ
て

だ
べ
っ
た
り
、
仏
間
で
裸
相
撲
し

て
怒
ら
れ
た
り
と
、
こ
れ
以
上
記

す
に
は
憚
ら
れ
る
よ
う
な
珍
事
が

毎
年
の
よ
う
に
起
こ
っ
た
。
こ
こ

時
の
起
床
か
ら
寮
内
の
掃
除
、
７

時
半
か
ら
朝
の
お
勤
め
（
お
経
を

読
む
こ
と
）、
１８
時
に
は
夕
事
の

お
勤
め
と
、
毎
日
２
回
お
経
を
勤

め
る
。
そ
し
て
、
夕
事
後
に
は
感

話
と
い
う
、
日
々
感
じ
た
こ
と
を

で
あ
ろ
う
か
。
可
哀
そ
う
、
俺
は

で
き
な
い
、
刑
務
所
だ
…
ｅ
ｔ
ｃ

　

こ
れ
ら
は
当
時
か
ら
口
々
に
言

わ
れ
て
き
た
。
実
際
、
私
も
こ
ん

な
生
活
が
嫌
で
嫌
で
仕
方
が
な

く
、
長
期
休
み
が
終
わ
り
に
近
づ

に
は
孤
独
や
寂
し
さ
と
は
無
縁
の

環
境
が
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
卒
業

す
る
ま
で
に
、
私
は
規
律
正
し
い

生
活
習
慣
と
僧
籍
と
一
生
の
友
が

で
き
た
。

　

思
え
ば
、
こ
の
寮
生
活
が
な
け

学 生 時 代

淺 井 多 聞 先生（国語）
写真は、知進寮で高校 １年生の時（淺井先生は後列左から ５人目）

国際色豊かなキャンパスに驚嘆
東京方面の大学訪問２ 年生

　

毎
回
好
評
の
、
海
外
留
学
中
の
国
際
英
語
コ
ー
ス
生
に
よ
る
「
海
外
特
派
員
通
信
」。
今
回

は
、
昨
年　

９
月
か
ら
６
月
ま
で
カ
ナ
ダ
・
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
州
のSimonds�

High�School

に
留
学
し
て
い
た
小
川
桃
音
さ
ん
（
３２
Ｈ
）
に
伝
え
て
も
ら
う
。

困
難
乗
り
越
え
成
長
や
自
信
に

小
川　
桃
音
さ
ん（
３２
Ｈ
）

Ｆ
ｒ
ｏ
ｍ
カ
ナ
ダ

続
・
海
外
特
派
員
通
信

ま
し
た
。

　

私
の
通
っ
て
い
た
学
校
は
留
学

生
が
多
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
南
ア

メ
リ
カ
、
中
東
や
ア
ジ
ア
か
ら
の

留
学
生
が
在
籍
し
て
い
ま
し
た
。

お
互
い
の
国
や
文
化
に
つ
い
て
教

え
合
っ
た
り
す
る
の
は
と
て
も
楽

し
か
っ
た
で
す
。
私
は
何
度
か
、

留
学
生
の
友
人
た
ち
に
巻
き
寿
司

を
振
る
舞
い
ま
し
た
。
日
本
で
一

度
も
作
っ
た
こ
と
が
な
く
不
恰
好

で
し
た
が
、
み
ん
な
喜
ん
で
く
れ

て
「
美
味
し
か
っ
た
」「
ま
た
作

っ
て
ね
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
イ
タ
リ
ア
人
の
留
学

生
が
「
本
物
の
パ
ス
タ
を
食
べ
さ

せ
て
あ
げ
る
」
と
故
郷
の
味
の
ス

パ
ゲ
ッ
テ
ィ
を
振
る
舞
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
日
本
で
よ
く
食
べ
る
ス

パ
ゲ
ッ
テ
ィ
と
は
味
付
け
が
全
然

違
っ
て
い
て
驚
き
ま
し
た
が
、
と

て
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

　

私
が
お
世
話
に
な
っ
て
い
た
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
人
の
女
性
と
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー

の
家
庭
で
し
た
。
ホ
ス
ト
マ
ザ
ー

は
と
て
も
優
し
い
人
で
、
毎
日
夕

食
を
用
意
し
て
く
れ
、
私
が
欲
し

い
食
材
な
ど
も
こ
ま
め
に
買
い
足

し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の

家
に
は
も
う
１
人
、
ド
イ
ツ
か
ら

の
留
学
生
が
お
り
、
一
緒
に
登
下

校
し
た
り
遊
び
に
行
っ
た
り
と
仲

　

こ
ん
に
ち
は
、
小
川
桃
音
で

す
。
私
は
カ
ナ
ダ
の
ニ
ュ
ー
ブ

ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
州
、
セ
ン
ト

ジ
ョ
ン
に
あ
るSimonds�High�

School

に
１０
か
月
通
っ
て
い
ま
し

た
。
セ
ン
ト
ジ
ョ
ン
は
人
口
約
６

万
５
千
人
の
港
湾
都
市
で
、
海
に

面
し
て
い
る
こ
と
か
ら
カ
ナ
ダ
の

中
で
は
比
較
的
寒
暖
差
が
少
な

く
、
気
候
が
安
定
し
て
い
る
都
市

で
す
。
私
は
語
学
力
の
向
上
と
異

文
化
交
流
を
目
標
に
留
学
に
行
き

良
く
し
て
い
ま
し
た
。
最
初
は
意

見
が
食
い
違
っ
た
り
、
価
値
観
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
た
り
し
ま
し
た

が
、
少
し
ず
つ
お
互
い
の
考
え
を

受
け
入
れ
合
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
自
分
の
こ
と
を
な
ん

で
も
オ
ー
プ
ン
に
話
せ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
彼
女
は
動

物
由
来
の
も
の
は
食
べ
な
い
ヴ
ィ

ー
ガ
ン
だ
っ
た
の
で
、
２
人
で
同

じ
も
の
を
食
べ
る
の
は
難
し
か
っ

た
で
す
。
私
は
彼
女
に
日
本
食
を

知
っ
て
ほ
し
く
て
試
行
錯
誤
し
ま

し
た
。
巻
き
寿
司
も
で
す
が
、
特

に
気
に
入
っ
て
く
れ
た
の
は
日
本

か
ら
持
参
し
た
「
ゆ
か
り
」
で
し

た
。
彼
女
は
「
ゆ
か
り
」
の
こ
と

を
毎
回
英
語
で
「
茶
葉
ち
ょ
う
だ

い
」
と
言
う
の
で
、
そ
の
度
に

「
違
う
よ
」
と
訂
正
し
て
い
ま
し

た
。

　

学
校
の
授
業
は
、
日
本
の
高
校

に
は
な
い
科
目
が
た
く
さ
ん
あ

り
、
選
ぶ
の
が
楽
し
か
っ
た
で

す
。
し
か
し
、
期
末
試
験
が
あ
る

科
目
や
な
い
科
目
も
あ
り
、
同
じ

教
科
で
も
難
易
度
が
違
っ
た
り
し

て
、
う
ま
く
調
整
で
き
ず
に
後
々

後
悔
し
て
い
た
友
人
が
何
人
か
お

り
、
授
業
選
択
は
気
を
つ
け
る
必

要
が
あ
り
ま
し
た
。
授
業
で
特
に

難
し
い
と
感
じ
た
の
は
、
心
理
学

で
し
た
。
面
白
そ
う
だ
な
と
軽
い

気
持
ち
で
選
ん
だ
の
で
す
が
、

覚
え
る
こ
と
が
山
の
よ
う
に
あ

り
、
テ
ス
ト
範
囲
が
広
く
苦
労

し
ま
し
た
。
で
す
が
、
日
本
の

高
校
で
は
学
べ
な
い
知
識
が
つ

い
た
の
で
、
私
は
こ
の
授
業
を

と
っ
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。
授
業
で
わ
か
ら
な
い
こ

と
が
あ
っ
た
ら
積
極
的
に
ク
ラ

ス
メ
イ
ト
や
先
生
に
聞
き
、
わ

か
る
よ
う
に
な
る
ま
で
ホ
ス
ト

シ
ス
タ
ー
に
手
伝
っ
て
も
ら
い

な
が
ら
復
習
し
ま
し
た
。

　

学
校
で
は
学
期
や
季
節
ご
と

に
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
を
す

る
こ
と
が
で
き
、
私
は
１
学

期
、
水
泳
部
に
所
属
し
ま
し

た
。
他
に
も
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
や
ラ
グ
ビ
ー
、
ホ
ッ
ケ
ー
、

陸
上
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
や
ク
リ
ス
マ

ス
に
学
校
で
開
か
れ
る
ダ
ン
ス

パ
ー
テ
ィ
ー
に
行
っ
た
り
と
、

西
洋
文
化
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

こ
の
１０
か
月
間
、
親
元
を
離

れ
て
生
活
す
る
の
は
楽
し
い
こ

と
も
多
か
っ
た
で
す
が
、
ハ
プ

ニ
ン
グ
も
多
く
、
ト
ラ
ブ
ル
は

自
分
で
解
決
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
困

難
を
自
分
で
乗
り
越
え
た
こ
と

が
、
精
神
的
な
成
長
や
自
信
に

つ
な
が
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
お
揃
い
の
服
を
着
て
、
庭
で
（
小
川
さ
ん
は
右
）

交
通
安
全
教
室
ひ
ら
く

交
通
安
全
教
室
ひ
ら
く

「
新
聞
大
学
へ
の
入
り
口
」コ
ー
ナ
ー

　

こ
の
日
は
富
山
自
動
車
学
校
か

ら
講
師
の
方
を
招
き
、
講
話
で
は

主
に
自
転
車
や
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー

ド
な
ど
免
許
な
し
で
乗
れ
る
交
通

手
段
の
利
用
方
法
に
つ
い
て
の
話

を
聞
い
た
。「
自
転
車
利
用
五

則
」、
①
車
道
で
左
側
走
行
、
歩

道
の
場
合
は
歩
行
者
優
先
で
走

る
、
②
交
差
点
で
は
信
号
と
一
時

停
止
で
安
全
確
認
、
③
夜
間
の
場

合
ラ
イ
ト
を
点
灯
、
④
飲
酒
運
転

の
禁
止
、
⑤
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着

用
、
の
５
つ
を
改
め
て
確
認
し

た
。
道
路
交
通
法
改
正
な
ど
の
話

で
は
自
転
車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

が
努
力
義
務
に
な
っ
た
こ
と
を
強

調
し
て
い
た
。

　

後
半
は
、「
自
転
車
シ
ミ
ュ
レ

ー
タ
ー
」
の
運
転
に
代
表
生
徒
２

人
が
挑
戦
。
前
と
左
右
を
確
認
し

な
が
ら
安
全
に
目
的
地
ま
で
行
け

る
か
を
試
す
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
は

リ
ア
リ
テ
ィ
が
あ
り
、
車
と
衝
突

し
て
し
ま
う
場
面
で
は
ス
ク
リ
ー

ン
で
見
守
っ
て
い
た
生
徒
た
ち
か

ら
悲
鳴
が
上
が
っ
て
い
た
。「
自

分
を
守
る
た
め
に
ル
ー
ル
を
守

る
」
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
さ
せ

ら
れ
た
。�

【
長
沼
明
凜
】

１
年
生

新
聞
大
学
に入

ろ
う

３
階
に
コ
ー
ナ
ー
設
置

　

こ
の
ほ
ど
、
東
館
３
階
の
ホ
ー

ル
に
「
新
聞
大
学
へ
の
入
り
口
」

コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
た
。
朝

日
、
読
売
、
日
本
経
済
の
全
国

紙
、
北
日
本
、
富
山
の
地
元
紙

と
、
英
字
紙
ジ
ャ
パ
ン
・
ニ
ュ
ー

ズ
の
計
６
紙
が
置
か
れ
、
生
徒
達

が
自
由
に
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

毎
日
、
前
日
の
新
聞
が
上
に
置
か

れ
て
い
き
、
常
時
、
過
去
１
か
月

分
以
上
の
新
聞
が
テ
ー
ブ
ル
に
積

ま
れ
て
い
る
状
態
に
な
る
。

　

掲
示
さ
れ
て
い
る
パ
ネ
ル
に
は

「
新
聞
は
大
学
に
匹
敵
す
る
知
識

と
学
び
を
与
え
て
く
れ
る
こ
と
か

ら
、
購
読
す
る
こ
と
を
新
聞
大
学

と
呼
ぶ
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
仲

井
校
長
先
生
は
「
３
年
生
だ
け
で

な
く
、
少
し
で
も
早
い
時
期
か
ら

新
聞
に
親
し
み
、
知
識
を
深
め
て

思
考
の
対
象
を
広
げ
、
思
考
力
と

判
断
力
を
鍛
え
て
」
と
話
し
た
。

　

ま
た
、
生
ま
れ

育
っ
た
場
所
の
違

う
、
多
彩
な
バ
ッ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

も
つ
人
た
ち
と
交

流
す
る
こ
と
で
、

多
様
な
価
値
観
に

触
れ
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
し
て
こ

れ
ま
で
常
識
だ
と

思
っ
て
い
た
こ
と

が
、
実
は
常
識
で

は
な
い
こ
と
に
気

付
か
さ
れ
た
り
、

自
分
の
考
え
方
が

変
化
し
た
り
す
る
。

　

外
国
の
方
々
と

円
滑
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

れ
る
よ
う
に
な
る

　

狂
言
は
本
来
、
能
楽
の
間
に
公

演
さ
れ
る
演
目
で
日
本
最
古
の
喜

劇
と
言
わ
れ
て
い
る
。
演
目
の
前

に
「
狂
言
鑑
賞
教
室
」
が
開
か

れ
、
役
者
の
茂
山
茂
さ
ん
か
ら
解

説
を
聞
い
た
。
狂
言
は
室
町
時
代

に
は
既
に
成
立
し
て
お
り
、
当
時

は
屋
外
で
公
演
さ
れ
て
い
た
こ

と
、
そ
の
名
残
で
現
代
の
屋
内
に

あ
る
能
楽
堂
に
は
屋
根
が
つ
い
て

い
る
こ
と
な
ど
を
教
わ
っ
た
。
さ

ら
に
今
回
の
演
目
の
あ
ら
す
じ

や
、
狂
言
で
の
笑
い
や
泣
き
の
表

現
法
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
い
解

説
が
あ
っ
た
。　

　

今
回
の
公
演
で
は
、「
附
子
」

と
「
蝸
牛
」
の
二
つ
の
演
目
を
鑑

賞
し
た
。
附
子
と
は
ト
リ
カ
ブ
ト

か
ら
取
れ
る
猛
毒
の
こ
と
で
、
主

人
に
附
子
の
番
を
申
し
付
け
ら
れ

た
使
用
人
の
太
郎
冠
者
と
次
郎
冠

者
が
主
人
の
嘘
を
見
破
り
、
さ
ら

に
逆
手
に
と
る
と
い
う
一
連
の
出

来
事
を
滑
稽
に
描
い
て
い
る
。

　

ま
た
、「
蝸
牛
」
は
、
主
人
か

ら
長
寿
の
薬
と
な
る
蝸
牛
＝
カ
タ

ツ
ム
リ
を
と
っ
て
く
る
よ
う
命
じ

ら
れ
た
太
郎
冠
者
が
、
そ
れ
が
ど

ん
な
も
の
か
わ
か
ら
ず
、
竹
や
ぶ

で
寝
て
い
た
山
伏
を
カ
タ
ツ
ム
リ

と
思
い
込
む
。
カ
タ
ツ
ム
リ
に
な

り
す
ま
し
た
山
伏
は
、「
で
ん
で

ん
む
し
む
し
」
と
囃
し
な
が
ら
、

次
第
に
太
郎
冠
者
と
主
人
を
巻
き

込
ん
で
い
く
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
。

　

国
際
生
は
公
演
中
、
静
か
に
鑑

賞
し
て
い
た
が
時
折
笑
い
も
起
こ

っ
て
い
た
。
鑑
賞
し
た
生
徒
は

「
思
っ
て
い
た
よ
り
親
し
み
や
す

く
面
白
か
っ
た
。
あ
ま
り
見
る
機

会
が
な
い
の
で
と
て
も
良
い
経
験

に
な
っ
た
」
と
話
し
て
い
た
。

【
松
村
春
佳
】


